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序章 都市マスタープランとは 

 

１．都市マスタープランの役割と性格 

都市マスタープランとは都市計画法第１８条の２に位置づけられる「市町村の都市計画

に関する基本的な方針」にあたり、市町村が、都市づくりの方針を、住民の意見を反映し

ながら策定する計画です。この「基本的な方針」は、今後の市町村都市計画行政の基本と

され、法定都市計画の見直しや改定に際しての指針となるものです。 

 

（参考）都市計画法抜粋 

（市町村の都市計画に関する基本的な方針）  

第１８条の２  市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基

本構想並びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計

画に関する基本的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を定めるもの

とする。  

２ 市町村は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の

意見を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。  

３ 市町村は、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府

県知事に通知しなければならない。  

４ 市町村が定める都市計画は、基本方針に即したものでなければならない。 

 

２．藤沢市都市マスタープラン策定及び改定の背景 

本市の法定都市計画は、最初の藤沢市都市マスタープランというべき、１９５７年（昭

和３２年）に策定された「藤沢綜合都市計画」を基本にすすめられてきました。その後、

時々の市民や時代の要請を反映させた「北部開発事業」「西部開発事業」等により、その

内容の充実をはかりました。 

そして、２１世紀を目前に、都市計画法の改正及び大きな社会状況変化を受け、さらな

る長期展望にたった「第二次総合都市計画」となる、「藤沢市都市マスタープラン」を１

９９９年（平成１１年）に策定し、これを基に都市形成、都市整備をすすめました。 

また、「藤沢市都市マスタープラン」策定から１０年が経過し、都市計画や社会状況を

めぐる様々な変化がすすむとともに、人口減少や既存ストックを活用した都市形成及び都

市経営を視野に入れる時期をむかえ、２０１１年（平成２３年）に改定を行い、まちづく

りをすすめてきました。 

これまですすめてきた目標とする都市や都市形成の考え方は、今後も長期的な方針とし

て念頭におきつつ、これまでの都市整備及び協働による取組という蓄積の上にたち、津波

災害や少子超高齢社会の顕在化など、前回の改定時点と状況が異なるため、時代変化を的

確にとらえ、新たな視点もふまえた都市機能の創出をはかるべく「藤沢市都市マスタープ

ラン」を改定します。 
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３．藤沢市都市マスタープラン部分改定の目的 

１９９９年（平成１１年）に策定した都市マスタープランは、２０１１年（平成２３年）に社会

状況の変化に対応するため、「各都市拠点の特性及び役割分担の明確化」、「都市の成熟化への取

組」、「都市経営の視点を持った土地利用及び大規模土地利用転換の誘導」、「環境配慮型の都市

づくりを誘導」、「都市間競争力のある魅力ある都市づくりの誘導」の視点を追加・強化した改定

を行い、藤沢市のまちづくりをすすめてきました。 

加えて、改定以降、東日本大震災の発災による大幅な津波浸水想定の見直しや少子超高齢社会等

にむけた「立地適正化計画」の制度化など、都市をとりまく社会状況等の変化に伴う都市計画への

新たな要請が高まってきております。 

そのため、２０１１年（平成２３年）に改定した都市マスタープランの考え方を基本としつつ、

これら変化に対応するべく、部分改定を行います。 

部分改定にあたっては、次の項目を追加・強化します。 

 

 

（改定にむけ追加・強化した点） 

① 津波に対するまちづくりの考え方の追加 
東日本大震災以降、大幅に見直された津波浸水想定への対応が求められており、長期と短期の

両方の視点に立ち、河川の遡上による浸水被害の防止などのハード対策と津波避難路の分かりや

すさの向上などのソフト対策をすすめていく必要があることから、津波に対するまちづくりの考

え方を追加します。 

また、大規模災害からの速やかな復興を図るためには、平常時からの取組の充実が重要である

ため、災害復興にむけた事前取組の考え方を追加します。 

 

② 少子超高齢社会等に対するまちづくりの考え方の強化 
これからのまちづくりは、福祉・医療施設や商業施設等が集積した生活の拠点の強化と周辺の

良好な居住環境の維持・形成を図り、地域住民が徒歩や公共交通により、容易に移動できるネッ

トワークが形成された利便性の高いコンパクトな都市構造の構築が重要となります。 

本市では、これまでも集約型の都市構造の構築をすすめてきましたが、今後は少子超高齢社会

や大規模自然災害に対応した、土地利用・交通・福祉等が一体となったまちづくりの考え方を強

化します。 

また、コンパクトシティの形成に合わせ、成熟社会にふさわしい、少子超高齢社会においても

持続可能な都市となるよう、良好な居住環境の維持・形成にむけた総合的な取組や公共施設等の

適切な維持管理と更新を推進します。 

 

③ 進行管理（確認・評価）におけるより分かりやすい指標の考え方の追加 

将来都市像「自立するネットワーク都市」を実現していくため、より分かりやすく都市の

動向等を把握できるよう、指標設定の考え方を追加します。 
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４．藤沢市都市マスタープランの役割と位置づけ 

（１）都市計画法に基づき、「市町村の都市計画に関する基本的な方針」と位置づけられ、

今後の法定都市計画の決定・変更に際しての指針となります。 

（２）「藤沢市市政運営の総合指針」と整合をはかりつつ、おおむね２０年の中長期を見据

えた計画を示しています。 

（３）「藤沢市地域防災計画」や「藤沢市産業振興計画」等の個別計画と連携して、総合的

かつ計画的に都市づくりをすすめます。 

（４）「藤沢市交通マスタープラン」や「藤沢市緑の基本計画」等の分野別計画を策定する

際の指針となります。なお、分野別計画については、都市マスタープランで定める都市

づくりの方向性をその分野ごとに具体的に定めたものになります。 

（５）住民の都市計画に対する理解とまちづくりへの主体的な取組の参加を促します。 
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５．計画の構成 

藤沢市都市マスタープランは、以下の構成とします。 

 

第２章 全体構想 

2030年を目標にした本市の将来像を示すと

ともに、将来都市像を実現する都市づくりの

テーマを定め、テーマに沿って都市づくりを

展開する基本方針を示します。 

 

Ⅰ.基本理念 

Ⅱ.目標とする都市 

 

1.将来都市像 

2将来都市構造 

3.将来フレーム 

Ⅲ.都市づくりの 

基本方針 

 

序章 都市マスタープランとは 

 都市マスタープランの持つ役割や位置付け、計画の構成等を示しています。 

第３章 地区別構想 

2030年のあるべき地区の将来像を示し、

将来像を実現するため、きめ細やかに地

区のまちづくりを進めるための基本的考

え方を示します。 

各地区の構想は次のように構成します。 

 

(1)現況と課題 

 

(2)地区の将来像 

 

(3)まちづくりの 

基本方針 

都市づくりの基本的視座 

基本理念を受けた2030年の 

あるべき都市像 

目標とする都市の理念的目標 

目標とする都市の実態的目標 

目標とする都市の数値的目標 

 

目標とする都市を実現するた

め、テーマに沿って施策展開

する基本的考え方 

地区の現況と課題 

 

2030年の地区の姿 

 

将来像を実現するため

の地区の課題を踏まえ

た基本的な考え方 

第４章 推進方策 

 行財政の大きな転換期にあって「都市づくり･都市管理主体の

多様化」を視野に入れ、これまで蓄積した「社会資本の有効活

用」をさらにすすめることを基本に、本都市マスタープランを

実現するための基本的な考え方を示しています。 

第１章 現況と課題 

 藤沢市のこれまでの都市づくりの経緯にもとづき、都

市としての成長段階を把握するとともに、現況と特性、

社会経済動向の変化等による将来展望、広域的与件を整

理し、都市づくりの課題を明らかにしています。 
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第1章 現況と課題 

 

 

１．藤沢市都市づくりの経緯 

藤沢市の都市づくりは、戦後復興の一段落した１９５５年（昭和３０年）に本格的にス

タートしました。 

当時の自治体再編成の中で、現在の市域(約７０km2)を確定した藤沢市は、都市の自立、

特に経済基盤の確立を目指して「住宅、観光、産業の調和のとれた独立型衛星都市」建設

を基本方針とし、綜合都市計画として現在ある藤沢市の骨格を青写真として描き、その実

現に向けて諸事業を進めてきました。その中核となったものは、産業基盤の確立を目的と

した「北部工業開発事業」、藤沢市の都心形成を目的とした「藤沢駅前南部改造事業」「藤

沢駅北口市街地再開発事業」、住宅スプロールのコントロールを目的とした土地区画整理

事業の一つ「西部開発事業」です。 

 

次いで、昭和４０年代から展開した都市建設の主要課題は、これら先行した都市基盤整

備事業を土台に急増した新たな藤沢市民の生活のシビルミニマムを達成するために進め

たコミュニティ諸施設の整備でした。 

「みどりと太陽と潮風のまち藤沢、市民による人間都市藤沢」という都市像の実現にむ

けて、小中学校の義務教育施設をはじめ、社会福祉施設、市民自治を支える施設の整備・

充実に努め、ほぼその目的を達成する段階に至りました。 

 

２１世紀をむかえ、本都市マスタープラン策定と前後して「湘南の海にひらかれた生涯

都市藤沢」を都市像とし、この実現にむけて、より良好な居住環境、都市環境を維持する

取り組みや、環境と共生する都市形成にむけた緑地の保全や環境負荷軽減等に取り組んで

まいりました。また、本市の新たな活力創出にむけた「西北部地域のまちづくり」や、大

規模土地利用転換として、湘南C-X地区における都市再生を戦略的にすすめています。 

 

本市の都市づくりでは、これまで蓄積した都市基盤・都市施設の段階的な更新・充実の

時期をむかえるとともに、大規模自然災害や少子超高齢社会に対応する必要があるため、

持続可能なまちづくりをすすめる必要があります。 
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２．藤沢市の現況と特性 

これまで、藤沢市が推進してきた都市づくりの結果として、藤沢市の現況があります。

この藤沢市の現況から、これからの都市づくりを考える際に特性である『保全・継承・活

用すべき優れた点』として次のようなことがあげられます。 

 

（１）保全・継承・活用すべき優れた点 

自然・地域環境の観点から 

・境川、引地川から湘南海岸・相模湾へと市域を南北に貫く水のネットワークを中心に、

豊かな自然環境を形成しています。 

・湘南海岸や江の島といった、多くの観光客が訪れる優れた景勝地があります。 

・河川沿いや斜面では緑地が保全されており、特に市街化調整区域に農地・樹林地が多

く残されています。また、宅地内に樹林が育っている地域もあります。 

・遊行寺・藤沢宿や江の島を中心に歴史文化財が遺されていたり、４つの大学が立地し

ているなど、湘南の風土のもと、藤沢らしい歴史・文化が育まれています。 

 

生活環境の観点から 

・13地区のコミュニティを中心としたまちづくり・地域経営や、主体的な市民活動が

行われています。 

・既成市街地では良好な居住環境を形成し、都市基盤が整備されています。 

 

産業環境の観点から 

・計画的な産業誘致により、工業も集積しており、神奈川県内でも上位になっています。 

・商業も集積しており、湘南圏域における商業拠点となっています。 

・観光地の通年化や地域の特性を活かした観光魅力づくりを進めたことにより、観光客

数は増加傾向にあります。 

・農業も地の利をいかした営農をしています。 
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一方、現時点における藤沢市のすがたを踏まえて、これからの都市づくりを考える際に、

時間経過の中で新たに顕在化してきた問題や、あるいはこれまでの都市づくりの中で積み

残している点を、『解決すべき点』として捉えると次のようなことがあげられます。 

 

（２）解決すべき点 

自然・地域環境の観点から 

・緑地も含め、自然的環境が開発等により減少してきています。 

・未整備の公園等もあり、都市内緑地・公園が全体的に充分とはいえません。 

・異常気象等が増加している中、海や河川、斜面地等の自然環境は災害を引き起こす危

険を併せ持っています。 

 

生活環境の観点から 

・古くからの市街地では、細街路が多く、防災上脆弱さを抱えている地域があります。 

・交通インフラでは、公共交通の便の悪い地域や、あるいは激しい通過交通の適切な処

理が為されていないため、交通渋滞等を抱えている地域があります。 

・宅地の細分化により、地区特性や防災性が低下している地域があります。 

・土地利用転換や混在化等により、良好な市街地環境が低下している地域があります。 

・既成市街地では、都市基盤や建物等の老朽化が少しずつすすんだり、耐震・省エネ対

応等の取組が必要となる地域があります。 

 

産業環境の観点から 

・工業における従業者数は横ばいであり、出荷額等の伸びは微増となっているが、大規

模企業の転出もみられます。 

・商業では、小売販売額の低下、商店街の活力の低下のほか、各地域でも商店数、販売

額等が低下しています。 

・農業では、後継者が少ないなど、継続的な営農に向けた条件が低下してきています。 

・観光では、年間を通じて多くの観光客が訪れることで、ごみ増加・道路の混雑などの

課題があります。 
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３．将来展望 

（１）社会状況等による藤沢市における将来展望 

日本全体が、これまで経験したことがない人口減少社会へと突入し、都市をとりまく環

境も大きく変化しつつあります。市民生活に大きく影響を与える社会・経済状況も既に変

化しつつありますが、都市への影響、課題を整理するとともに、藤沢市について展望しま

した。 

 

人口の減少、世帯数の増加 により… 

労働力人口の減少による税収減少等の都市活力への影響が懸念されます。さらに非結婚

者や高齢者の単身世帯が増加したり、一時期に開発された市街地での世代交代・ライフス

テージの転換による、居住スタイルの変化が予測されます。一方で、交流人口に対する捉

え方、期待が変化しています。また、土地利用や社会資本にゆとりが生まれる一方で、更

なる人口減少を見据えた都市や市街地の縮退が必要となります。 

藤沢市では、人口構成や、居住層、居住スタイルの変化に伴い、求められる居住環境及

び都市サービスが変化します。また、観光をはじめ様々な交流促進を図ります。 

 

高齢化・少子化の進展 により… 

高齢者の雇用等生活の安定や、心身の健康の確保への取り組みが進む―方で、出産や育

児に対する支援体制が充実します。また活気ある社会を維持することへの取り組みが重視

されます。 

藤沢市では、都市のユニバーサルデザイン、バリアフリー化や公共交通に対する必要性

が高まるなど、高齢者、障がい者、子ども等も含め誰もが住みやすい都市づくりが求めら

れます。また地域の相互協力、NPO等に対する必要性及び市民意識が高まると同時に、コ

ミュニティヘの参加意識が高まり、活発なコミュニティが形成されます。 

 

価値観・ライフスタイルの変化、多様化 により… 

個人の価値観に対応した暮らし方、働き方等の選択肢が設けられ、フレキシビリティの

高い社会システムヘと変化していきます。 

藤沢市では、多様性を保持できるフレキシビリティの確保が求められ、社会システムや

居住スタイル、働き方、コミュニティ等社会構造が変化します。特に、良好な住環境を守

りつつ、活気ある藤沢らしさの特化、具体性の発揮が求められていきます。また自主的・

積極的に活動をする市民が増加し、このことが藤沢らしさ、活気の一環となっていきます。 

 

地球温暖化問題のクローズアップ により… 

世界共通の最重要課題として、個人から、企業、行政等、各々において低炭素社会に対

応した取り組みが必要となり、また価値判断基準の１つとなりました。社会資本整備にお

いても、環境創造であることが求められます。 
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藤沢市では、市民及び社会からの環境負荷軽減に対する要請が高まり、市民が共感でき

る環境問題への対応が必要となります。緑空間や海等の地域資源の保全・再生にむけた近

隣都市との連携が必要とされるほか、二酸化炭素の排出量を削減する動きが活発になりま

す。 

 

国際化の進展 により… 

多様な分野での国際基準への対応が取り組まれ、個人及び地域レベルでも国際化、国際

交流が活発となります。また、労働力低下に伴う外国からの労働力流入政策も進みます。 

藤沢市では、産業経済のボーダーレス化をいかした、藤沢市独自の産業の形成をはかる

一方で、産業集積維持にむけた取組が重要となります。また、市民生活の中での国際化へ

の対応も必要となります。 

 

さらなる情報化の進展 により… 

高度情報通信ネットワーク等の整備を通じビジネスやくらしにおける情報化が大きく

進展していますが、合わせて地域・世代間の情報化格差等の解消に向けた取組が必要にな

ります。今後、さらなる情報化に伴い、ビジネススタイルやライフスタイルが多様化しま

す。 

藤沢市では、市民、学術・研究開発拠点、産業を連携するネットワークが形成され、新

たな藤沢スタイル、ビジネススタイルが誕生しています。また、行政サービスの中でも情

報ネットワークは活用されてきています。今後より一層、市民や企業等への地域サービス

の充実が求められます。 

 

都市の安全性に対する意識の高まり により… 

近年多発化する異常気象や、高度成長期に市街化された住宅地の老朽化及び住民の高齢

化により、安全な都市づくりが更に必要となっています。個人、地域レベルにおける防災

対策、防犯対策が進みます。また、高齢者や在日外国人等、増加する災害弱者への災害時

対応について、コミュニティ充実を含め取組が必要となります。 

藤沢市では、防災、防犯に対する意識が高まる中で、安心して暮らせる生活空間の確保

が求められ、都市の安全性を基軸とした都市整備、都市政策の展開が必要となります。ま

た、危機回避にむけた地域での対策や、犯罪を未然に防ぐ観点からの都市づくりへの意識

が高まり、住民相互協力が可能となる地域コミュニティづくりが求められます。 

 

産業構造の変化 により… 

産業の国際分業化の進展とともに国内製造業の空洞化が進む中で、高い技術力に重点を

おく分野での成長が図られていきます。一方でサービス業、ソフト産業が発展していきま

す。しかし、労働力の横ばいあるいは低下傾向に対応した就業体制の構築が必要となりま

す。 



10 

 

藤沢市では、藤沢市の持つポテンシャルをいかした新産業分野を創造しつつ、個性化を

はかった地域商業、立地を最大限に活用した工業、農業が振興します。中心市街地では、

商業、業務、交流機能が集積する市の中心拠点として、さらに役割が高まります。また、

企業及び産業の維持にむけ、積極的に取組を進めます。 

 

地方分権の進展 により… 

分権型社会が進む一方、人口減少・社会において都市間競争が高まり、各自治体が、周

辺と連携しつつも、自主的な都市づくりが進展します。 

藤沢市では、分権型社会に対応した周辺都市との有機的な連携及び役割分担を果たすと

ともに、自主的で魅力ある都市づくり、愛着の持てる都市づくりが推進します。そのため

にも都市活力を強化し、財政的基盤の確保が必要となります。また、市民が主体となった

地区づくり、地域経営が進展します。 

 

広域計画への対応 により… 

広域計画に対する役割分担が増加する一方で、広域計画の地域への影響に対し、人々の

関心が高まり、地域への対応もより重視されます。 

藤沢市では、広域圏で求められる役割に対し責任を全うする一方で、東海道新幹線新駅

設置等の広域計画や周辺都市の計画等を十分ふまえた上で、地域づくりをすすめることが

急務となります。 
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（２）都市づくりに関わる広域的視点 

藤沢市を含む広域圏である神奈川県において、今後の藤沢市に対する位置づけや展望、

また、藤沢市に期待する役割等を以下に整理します。 

 

①都市イメージ 

「かながわグランドデザイン 基本構想（平成２４年３月）」では、県が設定する５つ

の地域政策圏のうち、藤沢市は、湘南海岸から丹沢に至る相模川下流や境川、引地川、金

目川の流域を一体として捉えた「湘南地域圏」に含まれています。 

「湘南地域圏」では豊かな自然環境や文化の保全・活用を図るとともに、交通ネットワ

ークの整備とあわせた都市機能の向上や、環境と共生したまちづくりを進め、豊かで活力

にあふれた地域づくりをめざすとしています。 

また、産学公の交流や連携の促進、地域循環型農業の推進、地震や津波などへの備えの

強化を湘南地域圏における政策展開の方向としています。 

 

②都市構造等 

「かながわ都市マスタープラン（平成１９年１０月）」では、県土・都市像を「地域の

個性を伸ばし、やすらぎと活力を感じる都市 かながわ」とし、県土・都市づくりの方向

性として、「環境と共生した安全性の高い県土の形成」と「自立と連携による活力ある県

土の形成」を定めています。 

また、広域的な視点にたった取組として、相模連携軸総合整備を位置付け、東海道新幹

線新駅の誘致による全国との交流連携を図る南のゲートの形成をすすめています。 

 

相模連携軸総合整備方針図 

出典：かながわ都市マスタープラン（平成１９年１０月） 
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「かながわ都市マスタープラン・地域別計画（平成２２年１１月)」では、湘南都市圏

域の都市づくりの目標を『山なみをのぞみ、海と川が出会い、歴史を生かし文化を創造す

る都市づくり』とし、基本方針を以下のように設定しています。 

 

「環境共生」の方針 

・地域ブランドを構築・発揮する魅力ある都市空間の形成 

・海と山の魅力を融合させる土地利用 

・新たな魅力を生み出す山や山林等の保全・活用 

「自立と連携」の方針 

・新たなゲート：南のゲート（ツインシティ） 

・広域拠点：藤沢駅周辺、平塚駅周辺、秦野駅周辺 

・地域の拠点：湘南台駅周辺、茅ヶ崎駅周辺、伊勢原駅周辺、寒川駅周辺、 

大磯駅周辺、二宮駅周辺 

・新たな地域の拠点：村岡・深沢地区、辻堂駅周辺 

 

湘南都市圏域-都市づくりの方向性- 

 

 
出典：かながわ都市マスタープラン・地域別計画（平成22年11月） 
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③交通等の連携軸 

「かながわ都市マスタープラン・地域別計画」では、連携による機能向上を果たす連携

軸を位置づけていますが、そのうち湘南都市圏域で示している軸を以下に整理します。 

 

県土連携軸 

・相模軸：JR相模線の複線化、さがみ縦貫道路の整備 

・横浜県央軸：相鉄いずみ野線の延伸 

・県央足柄軸：新東名高速道路や国道２４６号バイパスの整備 

・相模湾軸：新湘南バイパスの整備、東海道貨物線の本格的旅客化 

・横浜藤沢軸：横浜藤沢線の整備 

 

都市連携軸（藤沢市に関連するもののみを抜粋） 

＜主に都市圏域内外の交流を補完する軸＞ 

・藤沢寒川軸：ツインシティへの連絡を支え強化する軸 

・辻堂綾瀬軸：東名高速道路（仮称）綾瀬インターチェンジと連携する軸 

・大船江の島軸：大船方面と江の島・湘南港を結ぶ軸 

＜主に都市圏域内の交流を支える軸＞ 

・藤沢大磯軸：藤沢駅周辺から大磯駅周辺を結ぶ相模湾軸を補完する軸  等 

 

また、「かながわ交通計画(平成１９年１０月)」においては、以下のことを図るとして

います。 

・相模線の複線化 

・東海道新幹線新駅設置の早期実現 

・相鉄いずみ野線の延伸 

・首都圏中央連絡自動車道（横浜湘南道路、さがみ縦貫道路）の整備 

・新湘南バイパスの整備 

・武相幹線（第二東名高速道路）の整備 

・横浜藤沢線、横浜伊勢原線の整備 

 

④広域での防災対策（津波対策） 

「かながわ都市マスタープラン（津波対策編）（平成２５年３月）」では、最大クラス

の津波に備えた都市づくりの方針を次のように設定しています。 

また、広域的な後方応援拠点の機能の充実にあたっては、内陸部が沿岸部を迅速に応援

できるよう県及び市町村等で応援体制を整備するとしています。 

 

最大クラスの津波からいのちを守るための予防対策 

・最大クラスの津波から逃げやすい都市づくり 
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・建物や都市施設が被災しにくい都市づくり 

・被災時における最低限の都市機能の維持・持続に向けた都市づくり 

 

最大クラスの津波災害からの都市復興に備えた事前の取組 

・ 都市復興における基本的な考え方 

・ 都市復興に備えた事前の準備 

 

後方応援拠点の概念図 

 

出典：かながわ都市マスタープラン（津波対策編）（平成２５年３月） 
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４． 都市づくりの主要課題 

本市の現況と特性、将来展望、広域的視点等を踏まえ、都市づくりをすすめる上での主

要課題として、次の８つの課題に整理しました。 

 

①中心市街地の再生・活性化 

・超高齢社会への対応、環境負荷低減のもと、コンパクトな都市構造形成が求められて

いるため、都市拠点の役割や重要性が高まってきています。 

・本市の活力を牽引し都心である藤沢駅周辺は、周辺の都市拠点の充実による広域圏に

おける拠点性低下、昭和４０～５０年代に整備した都市基盤、都市機能が社会変化に

対応できていない等により、藤沢駅周辺の活力が低下してきています。 

・藤沢駅周辺地区の南北一体となった、広範な地域を対象とした拠点機能の強化と活性

化への取組が必要です。 

 

②産業構造の変化への対応 

・国際化による国内製造業の空洞化や企業による集約化等が進む中、藤沢市においても

大規模工場や事業所が移転しました。 

・工業系市街地の維持・再生にむけた取組が最重要課題であるとともに、既に移転した

工場等の跡地において、適正な土地利用が図られるよう取組が必要です。 

 

③広域連携・交流のさらなる促進 

・国や県が進める首都圏計画・県計画に対応し、広域的な視点を持ちながら、本市らし

さのある都市づくりを進める必要があります。 

・地方分権、人口減少が進む中で、高次機能を持つ広域的な計画の推進や効率・効果的

な都市経営を進めるためには、近隣する自治体との連携がますます重要となります。 

 

④人口減少・超高齢社会の到来への備え 

・我が国は初めて人口減少社会、超高齢社会を迎えています。本市でも高齢化率は上昇

を続けていますが、人口減少までは、もうしばらく猶予があり、都市活力を維持して

いるこの時期に、その到来に備えた都市形成、経営に取り組むことが、この次の時代

に暮らしやすく、住みよい都市を維持するためには必要です。 

 

⑤都市空間の質の維持・向上 

・社会状況や価値観の変化に伴い、ユニバーサルデザインな都市空間、安全で安心して

くらせる地域環境、潤いやゆとりのある景観等、より質の高い都市等が求められるよ

うになりました。都市間競争力を維持する視点からも、都市の質を高める取組が重要

です。 

・昭和３０年代から本格的に都市づくりを進めた本市では、都市基盤や都市施設の老朽
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化や、更新時期を迎える公共施設や民間建物が多くあり、将来の都市のあり方につい

て、都市全体が成熟化する中で、計画的な取組が求められます。 

 

⑥防災・防犯の強化 

・異常気象の多発、他都市での大地震被害の拡大などにより、災害に強い都市構造形成

の取組が急務であるとともに、避難行動要支援者を含む要配慮者への対応が求められ

ています。 

・誰もが安心してくらし、活動・交流できるよう、犯罪等が起きない都市空間形成も求

められています。 

 

⑦環境負荷低減に向けた、さらなる取り組み 

・世界共通課題である環境負荷低減、環境共生に対し、４０万人がくらす都市としての

責務、役割を果たす必要があります。 

・地球温暖化対策への実効性のある取組実現にむけ、都市全体における総合的な視野の

もと、都市構造、交通、環境保全、エコタウン形成等、都市分野での取組を積極的に

進めることが重要です。 

 

⑧地区別まちづくりの新たなステージへの移行 

・藤沢市では、これまで１３地区別まちづくりなど、市民が主体となったまちづくりや

協働によるまちづくりを進めてきていますが、１３地区に設置されている会議体など

の運営等により、市民力・地域力を基本とした１３地区の主体的なまちづくりのさら

なる推進とマネジメントを進めます。これからの都市計画、都市整備では、これらの

地区別まちづくり事業と連携・調整が重要となります。 
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第２章 全体構想 

 

Ⅰ．基本理念 

 

藤沢市は、湘南の海やみどり等恵まれた自然をいかし、門前町や東海道の宿場町から発展した町の

成り立ちを踏まえ、住みやすく、働きやすいまちをめざして先行的な都市づくりをすすめてきました。

その結果、藤沢市は、首都圏の中にあって多様な都市機能をもち、農業、工業、商業、教育、文化、

自然、市民活動等様々な分野で水準の高い４０万人都市へと成長しました。また、鉄道を中心にした

恵まれた公共交通と交通結節点に形成した都市拠点を中心に、利便性の高いコンパクトな都市構造を

構築してきました。 

２１世紀に入り、人口減少・少子高齢化や地球環境問題への対応とともに、産業構造の転換や

地方分権等への対応が都市が対峙する重要な課題となっています。社会の成熟化や都市間競争の

激化、さらには都市経営コストの効率化や転換期を迎えている都市計画等、都市をとりまく状況

が大きく変化している時代でもあります。 

こうした状況を背景に、藤沢市では、人口が２０３０年に約４３万人とピークをむかえ、その

後は緩やかな減少に転じると予測され、人口減少社会を見据えた都市づくりが必要となります。

さらに高度成長期に整備した多くの都市基盤・施設の更新・改築の時期を迎えつつあり、都市と

して選択と集中が必要となる中で、これらの諸課題に対応する新たな都市づくりが求められてい

ます。 

そのため、藤沢市は恵まれた自然環境のもと、これまで市民共有の財産として蓄積してきた都

市基盤、都市機能等を充実・更新しながら、都市、地域、市民それぞれが自立できる、誰もが住

み続けたい、質の高い都市の形成をめざします。 

その形成にむけて藤沢市は、交通、産業、環境、観光等様々な機能における広域連携を強化す

るとともに、市民力・地域力による市民主体の都市づくりをすすめます。 

さらに、自然環境や様々な交流・活動により長い間育んできた都市の文化の上にたち、都市活

力の持続的創造、低炭素社会の構築、安全・安心度の向上、成熟社会にふさわしい連携・交流を

高めながら、美しさと豊かさのある都市づくりをすすめます。 

そして、藤沢市は時代状況を見通し、市街地の再編の方向性等将来のあるべき姿を見据え、都

市の責務を果たすとともに、地球環境と共生する都市づくりをすすめ、湘南の自然の恵みのもと

に、誰もがくらしやすく働きやすく、今も未来も住み続けたい都市をめざします。 
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Ⅱ．目標とする都市 

１．将来都市像 

 

 

 

 

 

 

 

○市民ひとりひとりが、自由に交流連携しながら、自立して、健康にいきいきとくらせる都市を

めざします。 

○市民と行政の協働により、きめ細かなまちづくりをすすめ、個性ある地域で構成される都市を

めざします。 

○近隣都市と連携しながら開かれた都市機能の強化をはかり、持続的に活力を創造できる都市を

めざします。 

○自然環境の保全・創出とともに、低炭素型都市構造の構築や個人の環境行動により、エネルギ

ーや食について自立的な取組をすすめ、地球環境と共生する都市をめざします。 

 

『自立するネットワーク都市』 

 

都市は自立することによって、はじめて連携できます。 

連携することによってはじめて、都市は自立することができます。 

2030年にむけて、藤沢市は、『自立するネットワーク都市』をめざします。 
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２．将来都市構造 

藤沢市の将来都市像『自立するネットワーク都市』を実現する都市構造として、交流・連携の

骨格となる『交通体系』、交流の場となる『都市拠点』、自然環境、地形が醸し出す『自然空間

体系』、さまざまな都市活動・産業活動の舞台となる『市街地構成』、市民の身近なまちづくり

の単位としての『地区の構成と地区拠点』の５つの要素で構成します。 

さらに、少子超高齢社会等に対応するため、「立地の適正化に関する基本的な方針」を定め、

各都市拠点を中心とした都市機能の高密度化をすすめるとともに、拠点間及び拠点までの公共

交通等のネットワークの維持・向上をはかり、市街地と自然空間が調和した集約型都市構造の

構築をめざします。 

 

 

 

 

○立地の適正化に関する基本的な方針（藤沢市立地適正化計画） 

 

本市では、今後２０年間で少子化、高齢化がさらに進行していくため、都市拠点及び

地区拠点を中心に、現在の市街地環境の維持・向上を図ります。 

立地適正化計画策定の本来の趣旨の一つに、人口の増加に併せ拡大した市街地を今後

の人口動向に併せ緩やかに集約していくということがありますが、本市においては、今

後も現在の人口規模が維持されることが想定されることから、市街地の集約という観点

ではなく、各拠点における都市機能の維持・向上及び大規模自然災害に対する安全性の

向上を図っていきます。 

各拠点における都市機能の維持・向上に関しては、少子超高齢社会を踏まえ、各拠点

間における公共交通等によるネットワーク形成を図るとともに、歩行空間の整備・改善

による自家用自動車交通のみに依拠しない日常生活圏域の形成等を図ることでコンパ

クトシティ化を推進します。 

なお、日常生活圏域については、藤沢型地域包括ケアシステムの考え方を踏まえ、住

まいを中心に、徒歩で概ね３０分以内で移動できる身近で住み慣れた地域を基盤に、総

合支援拠点である市民センター・公民館を中心とした１３地区を基本とします。 

また、大規模自然災害に対する安全性の向上に関しては、津波浸水想定区域や土砂災

害警戒区域といったハザードエリアを明確にし、避難計画等の防災情報や被害想定等の

周知を行い、都市の安全性の向上を図ります。 

これらの取組により、市民の誰もが住み慣れた地域で安全・安心に暮らせる少子超高

齢社会等に向けた持続可能なまちづくりを進めます。 
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①交通体系 

市民の内外にわたる自由な交流・連携を支えるとともに、都市拠点間、都市機能相互間を結び、活

力を創造する交通の骨格を形成します。また、超高齢社会や地球環境との共生を見据え、より多くの

人が移動しやすい、低炭素型交通環境の形成をめざします。 

交通軸の形成にあたっては、公共交通不便地域の解消やバスを含めた公共交通の充実とともに、歩

行者や自転車が安全で快適に利用できる歩行空間や道路空間の改善・確保に取り組み、自家用自動車

交通のみに依拠せずに活動できる都市をめざします。 

また、中長期を見据え、総合的な視点から交通のあり方について検討を行います。 

 

＜配置の考え方＞ 

本市の南部・北部の市街地を東西に貫く、全国あるいは首都圏間を連絡する鉄道・自動車専用道路

と、この南北市街地間を連絡する骨格的な幹線道路を配置し、ラダー型の交通軸とします。 

ラダー型の交通軸を形成することで、藤沢市を取り巻く高速交通網へのアクセス利便性を高め、産

業、文化、観光、市民交流等様々な都市活動の側面で、東京都心や横浜はもとより、首都圏の主要都

市や西日本方面等全国との連携強化をめざします。 

あわせて、市内の都市拠点相互、そして近隣都市との連携を強化し、藤沢市ならびに湘南広域都市

圏の一体性と自立性を高め、さらなる活力創造につなげていきます。 

 

＜構成要素＞ 

・全国、首都圏の交通体系 

鉄道      東海道新幹線(新駅（寒川町倉見）)、東海道本線、小田急江ノ島線 

自動車専用道路 東名高速道路((仮)綾瀬スマートインターチェンジ)、新東名高速道路、 

武相幹線、横浜湘南道路、新湘南バイパス、 

さがみ縦貫道路(首都圏中央連絡自動車道) 

一般幹線道路   国道１号線 

 

・都市間の交通体系 

【東西方向】 

鉄    道  横浜市営地下鉄１号線、相鉄いずみ野線、 

東海道本線((仮)村岡新駅) 、江ノ島電鉄線、湘南モノレール、 

一般幹線道路  国道１３４号線、戸塚茅ヶ崎線、藤沢鎌倉線、県道４３号、県道４４号、 

亀井野二本松線、(仮)湘南台寒川線、横浜伊勢原線 

【南北方向】 

鉄  (軌)  道   小田急江ノ島線、 (仮)新南北軸線 

一般幹線道路  国道４６７号、横浜藤沢線、藤沢厚木線、県道４５号 

 

※国道４６７号は、都市計画道路名称は藤沢町田線と鎌倉片瀬藤沢線ですが、解りやすさを考慮した

表記としました。 
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主要構成要素 
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②都市拠点 

多様化する市民生活や産業活動を支え、都市の文化や産業の創出・発信を担う場として都市拠点を

形成します。各拠点では都市機能の充実をはかり、拠点性を高めるとともに、拠点間の機能分担と連

携をはかることにより、都市全体の活力創出をめざします。 

 

＜配置の考え方＞ 

藤沢市の活力の創造をけん引する都市拠点は、多くの市民、来訪者が集まる場所であり、鉄（軌）

道を主体とする交通の軸線が交差する箇所、もしくは公共交通相互の結節点であるラダー型の交通軸

の結節部に配置します。 

（仮）村岡新駅周辺では、鎌倉市と連携をはかりながら新たな拠点形成を検討します。 

 

＜形成の方向＞ 

藤沢駅周辺  【中心市街地】 

本市の都心及び広域交流拠点として、湘南の玄関口としての役割を高めながら、南北間の連携を強

化した多機能回遊型の中心市街地をめざします。これまでに整備された都市基盤を活かし、計画的な

機能や建物更新の促進等により、商業、業務、行政、文化、都心居住機能等を充実するとともに、40

万人がくらす都市の都心にふさわしい風格のある、シンボルとなる都市空間を形成します。 

 

辻堂駅周辺  【広域連携・複合拠点】 

新たに創出する広域連携拠点として、産業関連機能、広域連携機能、医療健康増進機能、複合都市

機能等の集積・維持をすすめ、多様な交流をはぐくむ拠点をめざします。湘南の気候と風土のもと、

魅力と潤いのある一体感を持った都市空間を創出・維持します。また、辻堂駅南側への連携を強化す

るとともに、本市西部や西北部、茅ヶ崎市東部への交通ターミナルとして充実をめざします。 

 

湘南台駅周辺  【文化・交流拠点】 

鉄道３線が結節する交通ターミナル機能を活用・充実しながら、また本市北部地域における商業・

業務、行政サービス機能中心地として充実するとともに、質の高い都市空間形成をはかります。市民

や大学・北部工業系市街地へ向かう人々等が交流するのにふさわしいにぎわい・文化・交流の創出を

めざします。 

 

健康と文化の森  【学術文化新産業拠点】 

慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスの持つ情報・環境・医療分野等の技術集積や学術・研究機能を核

に、産学公連携によるビジネス育成や国際交流の拠点の形成をめざし、広域にわたる本市の新たな活

力創造の場を創出します。また、新たに創出する都市拠点にふさわしい、田園空間に囲まれた環境の

もと質の高い拠点空間を形成します。 
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片瀬・江の島  【広域海洋リゾート・レクリエーション拠点】 

首都圏の広域海洋リゾート・レクリエーション拠点として、湘南海岸の自然環境と江の島の歴史環

境を維持・保全するとともに、広域的な観光交流促進にむけ、アメニティ豊かな空間形成や、観光、

海洋レクリエーション機能及び交通環境の充実をはかります。 

 

（仮）村岡新駅周辺 【研究開発拠点】 

（仮）村岡新駅周辺では鎌倉市の湘南モノレール・湘南深沢駅周辺と連携、一体となり、先進的な

研究開発、生産、業務機能が集積した広域に発信する拠点の形成をめざすとともに、地域サービスの

充実をはかります。 
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③自然空間体系 

海と川、砂丘と台地等の地形が醸し出している藤沢の水と緑の多彩な自然空間は、次世代に引き継

ぐ資産として、適切に維持・保全・活用していくとともに、新たな緑地空間の創出等を通じてネット

ワーク化をすすめます。水と緑の空間は、生物多様性の維持・保全の場であり、防災、骨格的な都市

景観、海風・陸風を市街地に運ぶ道、レクリエーション空間、農産物の生産の場、教育の場、広域観

光等の重要な資源等といった役割を担っており、これらの自然空間の維持・充実をすすめます。 

 

＜構成要素＞ 

海 

江の島、湘南海岸は藤沢を代表する自然・水辺空間である一方、首都圏のリゾート・レクリエーシ

ョンゾーン、また、観光産業ゾーンとしての性格も有しており、保全を基調に活用をはかります。 

 

河川 

引地川、境川、目久尻川、小出川等の水辺、川沿いの自然地は、多様な生物生息空間として、また

湘南の風を市街地へ運ぶみちとして保全につとめます。また、市民の身近なレクリエーションゾーン

として、みどり豊かな憩い空間の形成をはかります。 

さらに斜面緑地とともに、水と緑による自然空間ネットワークの維持・充実をすすめます。 

 

谷戸 

川名清水、石川丸山、遠藤笹窪の３つの谷戸は、都市との共生をはかりながらこれまでの経緯や今

後の活用方針を踏まえ、それぞれに適した形で保全につとめます。 

 

斜面緑地 

相模野台地や鎌倉連山の縁辺部に残る斜面緑地、引地川・境川沿いの斜面緑地等は、自然環境、景

観、防災面等から保全につとめます。 

 

農地 

市中央部の東西に広がる優良農地は市街地を分節する緑空間として、また、農業地として維持・保

全につとめます。 

河川沿いの水田は、田園景観の維持や保水・遊水機能への期待という観点からも維持・保全につと

めます。西北部地域では、優良農地がまとまった緑地空間として、また、農業地として保全につとめ

るとともに、その他の農地については新たな都市機能立地との共存をはかりつつ保全につとめます。 
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④市街地の構成 

これまで形成されてきた市街地の構成を維持・継承し、有効活用する中で、成熟社会にふさわしい

市街地の都市基盤・機能面の質的向上をめざします。大規模な土地利用転換においては、従前の市街

地構成を基本とし、長期的展望のもと再構成等により充実をはかります。 

現在の市街地の構成と配置の維持を基本としつつ、本市の都市活力向上のために必要となる新市街

地を、西北部地域に計画的かつ重点的に創出します。 

 

＜配置の考え方＞ 

住居系の市街地 

国道１号線以南海岸までの一帯及び北部方面の小田急線沿線一帯、西部のライフタウン周辺という

現在の配置を基本とします。 

既成の住居系市街地においては、市民との協働による防災性の向上や、良好な居住環境の維持・充

実をはかりながら、快適な住宅地を形成します。 

 

産業系の市街地 

東海道本線沿い及び中・北部の内陸工業系市街地は現配置を基本とします。産業構造の転換・機能

更新への対応を視野に入れ、既存産業の高度化等により工業集積を維持・充実するとともに、新たな

研究開発機能の集積を誘導します。 

鉄道駅周辺や海岸部、地区中心市街地、幹線道路沿道に配置されている商業系市街地は、現在の配

置を基本に、機能充実をはかります。 

特に、中心市街地である藤沢駅周辺における商業機能や都市空間の更新、また辻堂駅周辺における

都市再生事業を通じて、広域商業地としての充実をめざします。 

 

新たな市街地 

西北部地域では、「農・工・住が共存する環境共生都市」の実現にむけ、保全を基調としつつ、産

学公連携による活力創出、都市と田園の魅力が融合したクラスター型構造からなる都市基盤形成に取

り組みます。 

そのうち「健康と文化の森」「新産業の森」の創出にむけ、計画的、戦略的に緑地空間と連携した

市街地空間の創出をはかります。 

また、農地と宅地の混在が進み、土地利用の整序が必要な地区では、地区計画の活用等を通じたま

ちづくりを検討します。 
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⑤地区の構成と地区拠点 

都市の空間構成に、これまで形成された市民センター・公民館単位の「地区」の概念を組み入れま

す。この地区を単位として市民力・地域力によるまちづくりをすすめるとともに、身近なくらしの充

実にむけ、各地区に都市サービス・交流等を集積する「地区拠点」を形成します。 

 

＜配置の考え方＞ 

地区 

地区は、「片瀬」 「鵠沼」 「辻堂」 「村岡」 「藤沢」 「明治」 「湘南大庭」 「善行」 「六

会」 「湘南台」 「長後」 「遠藤」 「御所見」の13地区とします。 

 

地区拠点 

地区拠点は、公共交通によりアクセス性が高い市民センター・公民館周辺等を中心に配置し、身近

な交流・都市サービス機能集積の誘導をめざします。 

 市民センター・公民館については、行政サービスや地域コミュニティの拠点であり、再整備の際に

は、福祉機能や周辺公共施設との複合化を検討し、機能連携、機能強化をめざします。 

また、災害時の地区防災拠点でもあるため、防災機能の充実をめざします。 
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将来都市構造図 
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３．将来フレーム 

①人口 

本市の人口はしばらく増加傾向が続くことが見込まれていますが、少子超高齢社会、人口減少社会

といった全国的な潮流は本市でも避けられません。 

このようなすう勢に対し、将来都市構造でしめした交通軸や都市拠点の形成をはじめ、産業系土地

利用の維持・充実、既成の市街地における質の高い都市づくり、そして西北部地域における新たなま

ちづくりの展開をすすめ、都市の活力を高めることで、２０３０年（平成４２年）に、本市の人口ピ

ークとなる４３万人を想定します。 

さらにその後の人口減少を見据え、維持及び緩やかな減少傾向にある都市の活力を持続的に創造で

きるよう、就業の場を維持するとともに、観光客数の増加傾向や都市拠点等への来街者の維持等の市

内における広域交流の拡大等により、さらなる高齢化進展に耐える活力を持続する都市づくりをすす

めます。 

 

 

○居住人口については、『藤沢市市政運営の総合指針２０２０』をもとに、２０２０年は約４２万７

千人、２０３０年は約４３万人を想定します。 

○市内で働く就業者の維持・確保をめざします。 

○市内に来訪する交流人口の増加をめざします。 

 

 

出典：藤沢市市政運営の総合指針２０２０ 
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②土地利用 

将来都市構造を実現するため、人ロフレームを踏まえて、次の観点から土地利用の規制・誘導をは

かります。 

 

○都市と自然との共生をはかるため、都市的土地利用と自然的土地利用の調和をはかることを基調と

します。 

○活力ある都市機能を維持するため、産業系土地利用を維持するとともに、住居系土地利用、公共系

土地利用と調和をはかることを基調とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③環境 

都市全体における低炭素型社会、循環型社会の構築にむけ、低炭素化、環境共生に配慮した都市活

動を支える都市構造や都市基盤等の形成・充実をすすめます。 

 

○『藤沢市地球温暖化対策実行計画』で設定した温室効果ガス削減目標（平成２年度を基準として、

平成３４年度までに４０％削減）の実現にむけ、都市計画の分野でも努力します。 

ＤＩＤ（人口集中地区）面積の推移 

出典：国勢調査 

土地利用の推移 

出典：都市計画基礎調査 
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Ⅲ．都市づくりの基本方針 

基本理念を踏まえ、「自立するネットワーク都市」を実現していくため、次の６つをテーマに都市

づくりをすすめます。 

 

６つのテーマ 

 

１．１３地区別まちづくり 

市民主体のまちづくりや地域マネジメントを推進している中で、今後とも、地区の市民と行政が協

働し、成熟社会におけるきめ細かなまちづくりをすすめます。 

 

２．活力を生み出す都市づくり 

少子高齢社会、低炭素社会、情報社会を見据え、産業構造の変化に対応するため、これまでの蓄積

を基盤に、近隣都市との連携もはかりながら、持続的に活力を創出する都市づくりをすすめます。 

 

３．低炭素社会構築にむけた都市づくり 

自然環境の保全や循環型社会の形成とあわせて、世界共通の課題である地球環境への負荷低減にむ

けた低炭素社会の構築に取り組み、環境と共生する都市づくりをすすめます。 

 

４．災害に強く安全な都市づくり 

災害に強い都市基盤の構築とともに、地域の安全・安心を高める取組により、災害や犯罪の発生を

抑え、被害の拡大を最小にする都市づくりをすすめます。 

  

５．美しさに満ちた都市づくり 

成熟した社会において、景観やユニバーサルデザイン、人々の自立的な活動・交流等が創出する「美

しさ」により、ゆとりを感じられ、くらす場として選びたくなる、質の高い都市づくりをすすめます。 

 

６．広域的に連携するネットワークづくり 

人、地域、都市それぞれの広域的な連携を支える都市基盤づくりをすすめるとともに、広域的な視

点からの都市づくりをすすめます。 
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１．１３地区別まちづくり 

都市の成熟化とともに超高齢社会の中で、これまで育んだ良好な生活環境水準を今後とも維持して

いくためには、変化するニーズ・価値観等を踏まえ、安全性や快適性等多面的な視点を持ちながら、

質的改善をはかることが必要となります。 

藤沢市では、市民センター・公民館を中心とする１３地区を単位として、行政サービスや市民活動

を充実し、市民と行政による協働のまちづくりを積極的にすすめておりますが、今後も地域特性に柔

軟に対応したきめ細かなまちづくりが求められています。 

都市計画においても、地域における市民と行政の協働によるまちづくりマネジメントの実現により

市民力・地域力を活かした市民の主体的なまちづくりを充実する、よりくらしやすさを高め、それぞ

れの地区にふさわしい魅力的な生活空間の創出をすすめます。 

そして、各地区のまちづくりが市全体の都市づくりに連携することで、多価値共生型の都市社会の

実現をめざします。 

 

①１３地区を計画単位とするきめ細かな計画の実践 

・地区の整備計画の推進  

 

②地域の特性を活かしたまちづくりの推進 

・地域資源、風致を保存・保全する制度の活用 

 

③市民と行政の協働によるまちづくりマネジメント 

・地域の市民組織や多様な市民活動との連携・協働によるまちづくりの推進 

・市民活動を支える行政間の連携・体制の充実 

 

④市民の主体的なまちづくりへの支援 

・地区計画や都市計画提案制度等を活用した市民主体・発意のまちづくりの促進・支援 

・景観条例にもとづく市民主体の景観まちづくりの推進・支援 

・市民の力を引き出す仕掛けづくりや情報発信、リーダー育成等の推進 
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１３地区別まちづくりの方針図 
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２．活力を生み出す都市づくり 

藤沢駅周辺の中心市街地の衰退、工業系市街地における企業移転等、藤沢市の産業を取り巻く状況

は厳しい局面を迎えています。活力を創出するためには、交通、自然環境、首都圏における位置等と

いった藤沢市の都市環境とともに、集積する大学や産業の多様な連携等を活かすべく、そのための基

盤整備が必要です。 

都市活力の持続的な創造にむけて、都市拠点においては交通結節機能の充実とともに、それぞれが

担う役割を明確にし、各拠点にふさわしい都市機能の集積を高めていきます。あわせて、これら拠点

が連携し、相互に機能補完することで、多様化する市民生活や産業活動、交流を支えるとともに、近

隣都市と広域に連携をすすめます。 

計画的に配置した工業系市街地は、都市活力の維持・創出にむけ、産業政策との連携のもとに今後

も維持・充実をはかります。 

農・工・住が共存する環境共生都市をめざしている西北部地域は、農業振興とともに、研究開発機

能等の産業集積を計画的にすすめます。 

 

①都市拠点における機能強化と活性化の促進 

藤沢 

・多様な主体が連携した一体的な都心づくりの推進と藤沢の顔となる都市空間・景観の創造 

・南北の連携強化とともに、歴史・文化の継承・活用やユニバーサルデザインによる回遊ネットワー

クの形成 

・中心市街地再生にむけた各街区にふさわしい建物・機能更新の促進・誘導と公共公益施設の再配置

・更新 

 

辻堂 

・湘南C-X地区にふさわしい都市機能の計画的な集積の誘導・維持 

・湘南C-X地区を核に周囲と連続した美しい街なみの継続的な誘導・維持 

・連携強化にむけた交通結節機能の充実 

 

湘南台 

・本市北部の拠点にふさわしい文化・交流機能の充実・促進 

・駅利用者が回遊したくなるにぎわいと質の高い都市空間・景観の形成にむけた検討 

・交通結節機能の充実 

 

健康と文化の森 

・学術研究、インキュベーション、健康医療研究、交流機能等の機能誘導・充実 

・交通体系の整備進捗と併せ、大学施設等と一体となった計画的な質の高い拠点空間の形成・誘導 

・健康の森における、地域活力に資する利活用促進の検討推進 
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片瀬・江の島 

・湘南の観光拠点にふさわしいにぎわいと観光・交流機能の充実 

・自然環境や歴史・文化を活かした景観・風致の保全・形成 

・公共交通間の連携強化とユニバーサルデザインに配慮したまちづくりの推進 

 

（仮）村岡新駅 

・（仮）村岡新駅を中心としたコンパクトな都市機能集積にむけた検討 

・交通結節点形成にむけた、鎌倉市と連携し一体となった都市整備の検討 

・研究開発、生産、業務機能の維持・充実及び地域サービス機能の集積促進 

 

②工業系市街地における産業の活性化 

・工業集積の維持・充実にむけ、社会変化に対応した立地企業の操業環境の維持・向上や機能更新に

むけた、都市基盤整備やその他産業振興施策との連携の促進 

・工業系市街地にふさわしい産業機能の維持・充実 

・ＪＲ東海道線沿線における、既存機能の維持・充実 

・北部地域工業系市街地における都市整備の推進 

・西北部地域の持つ緑豊かな環境に調和し、本市の活力維持・創出につながる新たな工業系市街地の

創出及び立地誘導 

 

③くらしと活力をささえる商業系市街地の維持・再生 

・都市拠点の商業地における広域商業、サービス等の魅力ある都市機能集積の維持・充実 

・鉄道駅や地区拠点周辺の商業系市街地における身近なくらしを支える商店街等の維持・充実 

 

④地産地消の促進や、立地条件をいかす農業と漁業の維持保全 

・都市農業の維持、保全と基盤整備 

・漁業のための基盤の維持・充実 

・市民が生産者や農業・漁業、生産物とふれあえる場の形成 

 

⑤首都圏のレクリエーションゾーンとしての湘南・藤沢の環境保全と観光・交流機能の活用・充実 

・海を介在した交流機能や海洋レクリエーション機能の充実 

・江の島や湘南海岸の景観・風致の保全にむけた周辺環境と調和した観光・交流施設の誘導 

・歴史・文化等資源や自然資源等を活かした観光・交流の充実 

・湘南海岸と併せ市内の観光交流促進にむけた回遊ネットワーク形成と情報発信の推進 

 

⑥農業に加えた、研究開発機能等の導入による新たな産業ゾーンとしての西北部地域の基盤整備 

・大学等知的資源を活かした新産業立地にむけた基盤整備の促進 

・小規模分散型の研究開発機能導入にむけた基盤整備の促進 

・田園・農業空間をいかした都市農村交流拠点の形成 

・幹線道路沿道の一部における景観や周辺環境と調和した計画的な土地利用の検討 
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活力を生み出す都市づくりの方針図 
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３．低炭素社会構築にむけた都市づくり 

世界の共通課題となった地球温暖化防止への取組に対し、本市においても、多様な自然の恵みとの

共生や循環型社会の形成と連携して、低炭素社会構築にむけた都市づくりをめざします。 

拠点性の高い都市づくり（エコ･コンパクトシティ、集約型都市構造）と併せ、公共交通の充実や

徒歩・自転車で移動しやすい環境づくり、円滑に移動できる交通システムの充実等により、多様な交

通手段を賢く利用し、健康的に活動ができる低炭素型の都市構造の充実をはかります。 

また、都市の潤いや地球温暖化対策、生態系維持、生物多様性の保全、海風・陸風の通り道、景観

や防災等の視点を持ちながら、市民の共有財産である湘南海岸や引地川、境川等の河川、斜面緑地、

谷戸環境等の自然環境の保全・再生・創出をはかるとともに、市内及び近隣市との連携を踏まえた水

と緑のネットワーク化をすすめます。 

さらに太陽光といった自然エネルギーの有効活用等、湘南の自然を守り、活かすことを通じた環境

負荷低減にむけた取組等を推進するとともに、市民が低炭素なライフスタイルを自然に選択する仕組

み等、環境共生にむけた取組を市民との協働のもとにすすめます。 

 

①自然空間の保全と再生 

・湘南海岸と引地川、境川を中心とした水と緑の軸線と拠点の整備 

・市街地における緑の回廊づくり 

・ビオトープネットワークの形成 

・斜面緑地の保全 

・里山の活力化と三大谷戸（川名清水、石川丸山、遠藤笹窪）における特性に応じた計画的な保全 

・農地の自然的空間・交流空間としての保全・活用 

・湘南海岸の保全 

・河川の親水性確保と河岸部の自然回復 

・下水道整備等による河川と海の水質保全 

 

②低炭素型で、利便性の高い交通体系の構築 

・公共交通網の強化、再編によるモーダルシフトの促進 

・公共交通の維持・利便性の向上と環境負荷低減にむけた走行環境の充実 

・多様な交通手段間の連携充実 

・円滑な道路交通環境形成にむけた道路整備や交通需要マネジメント等の推進 

・歩行者や自転車が移動しやすい交通環境の充実 

・中長期を見据え、環境に配慮した交通システムの検討 

 

③循環型社会の形成や低炭素型の都市整備の推進 

・再生可能エネルギーの活用や省エネルギー化等環境共生にむけた都市づくりの推進 

・湘南の風が通る都市づくりの推進 

・市街地や建物の更新等を契機とした低炭素化にむけた取組の推進 
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・公共公益施設更新時における、環境負荷低減となる都市構造を見据えた再配置・整備 

・産業のゼロエミッション化の促進 

・ごみの減量・資源化、未利用エネルギー等の資源活用にむけた施設整備等の推進 

・良好な水循環の形成にむけた雨水の貯留浸透策の推進 

・屋上、壁面緑化の導入推進 

 

④市民等との協働による環境共生の推進 

・市民や事業者、行政等多様な連携による環境との共生にむけた取組システムの充実 

・環境配慮型の住まいづくりの促進 

・身近な生活空間の緑化促進と都市緑化の推進 
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低炭素社会構築にむけた都市づくりの方針図 



39 

 

４．災害に強く安全な都市づくり 

国内外の大地震や異常気象等による災害の多発により、都市の安全に対する市民の危機意識は非常

に高まっており、これまで整備した都市基盤や都市機能等守るべき都市の財産（社会資本）の増大化

等様々な課題を抱えています。また、高齢者や外国人等の災害時要援護者の増加のほか、犯罪の多種

・多様化、複雑化等も進んでいます。 

藤沢市では、災害や事故、犯罪から市民の生命、財産、生活を守り、市民が安全に安心してくらす

ことができる都市づくりをめざします。 

公共建築物等をはじめ住宅・宅地の耐震化、幹線道路やその沿道の耐火建築物等による延焼遮断帯

の形成、農地や斜面緑地等の自然的防災空間の保全等により地震に強い都市構造の形成をすすめると

ともに、特に都市拠点等における防災力強化をはかります。また、総合的な浸水対策や雨水流出抑制

をする土地利用誘導等をすすめることで、災害危険を軽減しかつ環境共生へとつながる都市空間の創

造をめざすとともに、上下水道、道路等の社会資本の計画的な更新により、安全性を高め次世代へ良

質なストックを継承します。被災時には、災害を拡大させず、安全に避難・救援できる都市づくりを

すすめます。 

津波対策に関しては、ハード対策も視野に入れた対応をすすめるとともに、数百年から千年に１回

といった最大クラスの津波に対しては、避難を主としたソフト対策にも重点を置いた取組をすすめま

す。 

また、防災・減災対策を行っていたとしても、被災を０（ゼロ）にすることは大変困難なため、災

害後の復興にむけたまちづくりについて、事前にできる取組をすすめることは重要です。 

特に復興業務に向けた人材育成及び体制づくりや、復興時の住民や事業者等との合意形成、まちづ

くりのイメージ共有等が課題となっており、平常時から復興まちづくりに関する訓練や想定を行い、

復興時の負担軽減を図ることを目的に災害復興にむけた事前取組を推進します。 

さらに、防災・防犯にむけ、地域における安心・安全を高める取組を、市民と一体となり、情報共

有をはかりながらすすめます。 

 

①地震に強い都市づくり 

・橋梁を含め主要な道路の整備 

・公園・緑地等の整備・保全や公共空地の確保、市街化区域内農地の維持 

・幹線道路沿道等における建物の耐火・耐震化の促進 

・ライフラインの耐震・耐火性や被災時の機能確保と都市基盤・施設の計画的な更新の推進 

・広域避難場所や避難路周辺における不燃・耐震化、バリアフリー化等 

・公共施設等における耐震化の推進及び電源等の多重化の検討 

・木造密集地域における避難空間の確保や狭隘道路の解消、住宅の不燃化等の推進 

 

②津波に備える都市づくり 

・津波避難路の安全性及び分かりやすさの向上 

・津波避難場所の確保 
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・海岸保全施設及び河川管理施設等における津波対策の促進 

・低層住宅地における津波防災の考え方の検討 

・「藤沢市立地適正化計画」による安全・安心な居住環境づくりの推進 

 

③風水害を防ぐ都市づくり 

・引地川や境川における総合治水の促進 

・遊水地や河道等の河川整備の促進 

・雨水貯留浸透施設の設置促進や、雨水の流出を抑制する土地利用誘導の促進等、水害に強い流域づ

くりの推進 

・下水道整備や既存ストックの活用等による浸水対策の推進 

・準用河川や水路等の維持・改修による治水対策の推進 

・急傾斜地崩壊危険区域等、危険箇所の解消及び崖地の開発規制にむけた検討 

・高潮に対する避難・防護対策の促進 

 

④地域防災力の強化 

・市民と行政との協働による地域防災にむけた計画づくりや取組への支援 

・狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさないまちづくりの推進 

・ブロック塀の改修と家屋の耐震・耐火化の促進 

 

⑤災害復興にむけた事前取組の推進 

・災害復興への迅速な対応に備えた沿岸部の地籍調査の実施 

・想定市街地被害の検証にむけた検討 

・復興段階におけるまちづくり手法と地域住民との情報共有等にむけた検討 

 

⑥防犯に配慮したまちづくり 

・防犯まちづくりに配慮した施設整備の推進 

・商店街や地域がすすめる防犯対策と連携した施設整備等の推進 
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災害に強く、安全な都市づくり方針図 
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５．美しさに満ちた都市づくり 

市民や都市活動を支える一定の都市基盤が整備され、人々はよりくらしやすさの向上を求めるよう

になるとともに、ライフスタイルや価値観の多様化がすすみ、都市に対して質や付加価値の向上を求

めるようになりました。また、人口減少、地方分権の進展に伴い、くらす場所、都市の選択肢が増え

ることが予測され、都市側は選ばれるための取組が求められます。 

藤沢市では、成熟社会を迎え都市の質を高めるキーワードを「美しさ」として、藤沢市が考える多

様な「美しさ」が市内に満ちた都市をめざします。 

地形や自然環境を骨格にした都市構造の美しさや４０万人都市にふさわしい風格と顔のある都市

空間の充実・調和による都市景観の美しさ等を形成します。 

多くの人が活動・交流しやすく働きやすい都市・地域構造やユニバーサルデザインの機能美等によ

る、都市空間および活発で健康的な交流・活動による美しさの創出をめざします。 

また、市内に点在する歴史資源や、くらし・住まい方により育まれる文化、身近な自然等、地区の

特性を活かした美しい街なみ・居住環境を維持、創出したり、既成市街地の更新・再魅力化により美

しさを再生する等、市内全体の美しさを高めます。 

 

 

①自然や歴史・文化等を感じる湘南・藤沢景観づくり 

・緑と水のつながりによる５つのベルトと「みどりの景観拠点」の景観形成の充実 

・「まちの景観拠点」となる都市拠点等における都市景観づくりの推進 

・１３地区の景観資源を活かした協働による身近な街なみづくり 

・江の島と湘南海岸における、歴史・文化や風致の維持・活用とともに遠景にも配慮した景観形成の

推進 

・景観拠点をつなぐ、回遊したくなるネットワークの充実 

 

②身近なくらしを支え、活動・交流しやすい地区拠点と周辺の交通環境の充実 

・鉄道駅や市民センター等を中心とした日常生活を支える都市サービス集積の促進と商店街の活性化

支援 

・地区拠点へのユニバーサルデザインによるアクセスの充実 

・地区内を円滑に移動できる補助幹線道路の整備・充実 

・歩行者や自転車等が安心して移動できる交通環境の整備・充実 

 

③誰にでも使いやすい都市空間の形成やデザインの導入 

・都市拠点等での重点的なユニバーサルデザイン導入の推進 

・公園や道路、学校、その他公共公益施設におけるバリアフリー化の推進 

・利用者が多い都市サービス施設や空間におけるユニバーサルデザイン導入の誘導・促進 

 

④成熟化した既成市街地の再構築・再魅力化 
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・既成市街地の計画的再生・再編の検討 

・都市基盤施設の総合的・計画的な維持管理と長寿命化対策等の適切な施設更新の推進 

・適正配置をめざした都市計画公園・道路の見直しの検討 

・市街地の更新機会等における地区計画等の推進 

 

⑤ゆとりと潤いのある居住環境の維持・形成 

・良好な居住環境の維持、形成にむけた総合的な取組の推進 

・高さや敷地、緑化、形態規制等の必要に応じた規制・誘導の検討、推進 

・身近な街なみ・居住環境の保全・充実にむけた地区計画、景観形成地区等の検討・推進 
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美しさに満ちた都市づくり方針図 
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６．広域的に連携するネットワークづくり 

都市の自立性を支えるため、広域の都市構造の中での緊密な連携が不可欠となっています。 

そのため、首都圏５０km圏に位置する藤沢市は、全国あるいは首都圏、都市間を連絡する鉄道や主

要幹線道路等、広域交通網の強化をはかります。 

さらに、教育文化・医療福祉・供給処理等の高次都市機能を周辺都市との役割分担のもと導入する

とともに、本市が有する湘南海岸等の自然環境や歴史・文化資源、首都圏における立地等を活かし、

周辺都市との連携をはかりながら、広域へと広がる観光・交流の促進をめざします。 

 

①広域交通体系の整備 

・都市拠点地区と他都市との交流を促進する広域交通網の整備 

【鉄(軌)道】 

東海道新幹線新駅（寒川町倉見）の設置促進 

相鉄いずみ野線の湘南台以西への延伸促進 

南北方向の新たな交通システムの整備推進 

東海道本線（仮）村岡新駅の設置推進 

東海道本線と小田急線の輸送力強化 

【主要幹線道路】 

○自動車専用道路の整備促進 

横浜湘南道路・高速横浜環状南線（首都圏中央連絡自動車道）、 

東名高速道路（（仮）綾瀬スマートインターチェンジ）、武相幹線 

○国道・県道等の整備促進 

国道１号線、国道１３４号線、国道４６７号 

横浜藤沢線、藤沢厚木線、丸子中山茅ヶ崎線、 

亀井野二本松線、戸塚茅ヶ崎線、(仮)湘南台寒川線 

・公共交通網整備による広域圏内での移動利便性の確保 

 

②高次都市機能の導入 

・大学、病院等、高次都市機能の導入と機能間相互のネットワーク形成 

・県プロジェクトの環境共生モデル都市との連携 

 

③広域連携による観光・交流の充実 

・首都圏のレクリエーション拠点にふさわしい観光交流機能の充実 

・観光客等の交流・回遊を支える交通網、ターミナル機能の充実 
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広域的に連携するネットワークづくり方針図 
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第３章 地区別構想 

１ 片瀬地区 

（１）現況 

古くから集落が形成されていた片瀬地区は、江戸時代には江の島詣で旧道沿いは賑わい、中世期に

蓄積された社寺等文化財がまちの中に豊富に存在する、歴史と文化のまちです。現在では、湘南海岸

や風致地区、景観地区に指定している江の島の自然環境を活かした首都圏有数のレクリエーション拠

点が形成されており、藤沢市のイメージを代表する地区の１つでもあります。近年でも観光施設のリ

ニューアルや漁港整備等がすすめられ、多くの観光客が訪れています。 

自然発生により形成された古くからの住宅地のほか、明治期から昭和初期に主に別荘地として開発

された住宅地や、昭和４０年代に一体的な住宅地開発が行われた片瀬山等の閑静な住宅地があり、市

内でも高齢化率の高い地区となっています。また、国道１３４号線や国道４６７号沿いでは、マンシ

ョン立地が進んでいます。 

海、川、斜面林等恵まれた自然環境に取り囲まれていると同時に、地震時の津波や台風時の高潮、

河川の氾濫、崖崩れ等の災害の危険性を伴っています。残された斜面緑地も、開発により減少してい

る箇所があります。 

鉄軌道は小田急江ノ島線、江ノ島電鉄、湘南モノレールの３路線があり公共交通が充実しています

が、地区及び広域幹線となる都市計画道路の整備状況は低く、また生活道路面で不十分な地域も存在

しています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■高齢化率が高く、超高齢社会における地区形成、まちづくりに取り組むことが不可欠です。比較的

に公共交通の利便性が高い一方で、江の島や片瀬山等では地形の高低差が大きく、移動しやすい環

境づくりが求められます。また、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会とその後の

まちづくりを見据えた、都市基盤の強化が必要です。 

■海沿いや河口部への立地、崖地や斜面地が多くある地形、狭隘・行き止まり道路が多い生活道路網

等の地区の特性を踏まえ、土砂災害や津波浸水想定等に対する防災・減災をはかるとともに、避難

・救難を支える施設の整備・充実が必要です。 

■江の島や片瀬山周辺等に残された緑地は、歴史・文化と一体となり風致を育んでいる貴重な資源と

なっています。これらの緑地の保全にむけた取組が必要です。 

■広域海洋リゾート・レクリエーション拠点である片瀬・江の島では、多くの観光客が地区内を観光

・回遊をしています。観光・交流の促進をめざすとともに、地区住民が快適に安心してくらせる環

境も不可欠であり、共存が求められます。 

■広域的な視点から横浜藤沢線においては、周辺の自然環境、居住環境への最大限に配慮した整備促

進をはかることが必要です。 

 

（３）地区の将来像 

歴史の薫りと潮の香りがただようふれあいのまち 片瀬・江の島 

 

地域の歴史や湘南の自然環境を活かした、首都圏有数の広域海洋リゾート・レクリエーション拠点

として、片瀬・江の島の観光交流機能の充実をはかりつつ、日常の住民のくらしが息づき、共存する

地区をめざします。 

地区の更なる高齢化を見据え、身近な生活道路での安全・安心な道づくりや公共交通の充実、地区
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商店街の活性化をはかるとともに、地域のシンボルとなっている緑の保全に取り組む等、次世代に残

せる地区づくりをすすめます。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①広域海洋リゾート・レクリエーション及び地区の拠点としての機能更新・充実 

・片瀬・江の島の風致・特性を高める観光交流機能の更新・充実をはかります。 

・観光及び地区のくらしを支える商業・サービス機能の維持・充実を促進します。 

・土地利用や建物の立地・更新時には、住宅地も含め周辺環境に及ぼす影響を考慮しながら、隣接す

る住宅地と調和・共存がはかられるよう、誘導方策について検討します。 

②安全・安心で閑静な住宅地として、居住環境の維持・改善 

・狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、避難地となる公園整備、ブロック塀の改修等、安

全・安心の向上をはかります。 

・質の高い居住環境を形成している住宅地ではその維持・充実にむけた住民発意のまちづくりを支援

します。 

・低層住宅地と近接する場所では、周辺環境への調和を配慮した土地利用及び建物更新を促進します。 

③地域に密着した生活サービスの場となる地区拠点の充実 

・市民センター周辺や商店街では、地区のくらしを支える身近な商業・サービス機能の維持・集積に

よる維持・充実を促進します。 

 

交通 

①様々な交流及び地区内交通を支える広域交通網の形成 

・片瀬・江の島周辺の広域交流を支え、幹線道路の慢性的な渋滞の軽減等に資する横浜藤沢線の整備

を周辺の自然環境、居住環境への配慮のもと促進します。 

・鉄（軌）道間の連携の向上、海洋交通による新たな広域連携及び鉄道、バス、航路等の相互連携の

強化等、公共交通の充実を促進します。 

・湘南海岸沿いのサイクリングロードを活かし、自転車による観光交流ネットワークづくりを推進し

ます。 

②生活の利便性向上にむけた安全・安心な交通環境の充実 

・鉄道駅周辺や市民センター等の主要な公共施設の周辺を中心に、安全・安心な道づくりをすすめま

す。 

・多くの来街者及び住民等が利用する都市拠点や観光・交流施設及びその周辺では、歩行空間等のユ

ニバーサルデザイン化をはかります。湘南モノレール湘南江の島駅ではバリアフリー化を促進しま

す。 

・円滑な自転車利用にむけ、駐輪場整備等を検討します。 

・片瀬江ノ島駅駅前広場などの都市基盤については、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競

技大会とその後のまちづくりを見据えて、安全で快適な環境づくりをすすめます。 

③地区のくらしを支える生活道路網の充実 

・災害・緊急時、あるいはコミュニティ間の連携強化にむけて、未整備の都市計画道路の整備や地区

の生活道路網の充実をはかります。 

・江の島山頂へのアクセスのバリアフリー化にむけ検討します。 
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水・緑 

①江の島･湘南海岸･境川を結ぶ水と緑によるレクリエーション･交流ネットワークの形成 
・湘南海岸公園や江の島を核に、境川により市内の水と緑をつなげ、鎌倉の海岸部とも連なる水と緑

のネットワークを形成します。 

②斜面緑地や社寺林の維持・保全及び宅地内緑の保全・創出 

・龍口寺から片瀬山周辺の斜面樹林や、社寺林の維持・保全につとめます。 

・まとまった地区の緑として、既存の緑を活かしながら広域避難場所となる片瀬山公園の整備を推進

します。 

・風致や景観の維持・向上にむけた緑の保全や緑化につとめます。 

・宅地における庭への植樹や生け垣化、壁面緑化等、住民による緑化活動を促進します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①広域海洋リゾート・レクリエーション拠点にふさわしい景観の形成 

・江の島では、遠景にも配慮しながら湘南海岸のシンボルとしての景観の保全にむけ、土地利用や建

築、広告物の適切な誘導を推進します。 

・片瀬江ノ島駅周辺等も含めた湘南海岸では、都市拠点にふさわしい都市空間・景観の形成を周辺環

境との調和を配慮しながら、建築や広告物の誘導のためのルールづくりを検討します。 

②災害に備えた取組の推進 

・境川の治水対策を促進するとともに、下水道整備等による浸水対策を推進します。 

・崖崩れの危険箇所の対策を促進します。 

・津波に対する避難対策の充実をはかるとともに、河川の遡上対策の促進にむけた検討をすすめます。 

・地域の防災力向上にむけ、狭隘道路等の解消や公園・広場の確保、緑化等を促進します。 
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片瀬地区将来構造図 
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２ 鵠沼地区 

（１）現況 

湘南海岸を臨み、境川と引地川に挟まれた豊かな自然環境に囲まれている地区です。 

明治中頃まで半農半漁の村でしたが、明治中期から昭和初期にかけて、鉄道の開通を契機に別荘地、

保養地、住宅地として開発され始め、戦時期には京浜方面からの疎開者の居住地にもなりました。戦

後は交通の便がよく、環境にも恵まれていることから、住宅市街地として発展しました。 

現在でも、地区の南側では別荘地としての名残も残しつつ、比較的緑が多い閑静な住宅地が形成さ

れています。 

一方で、本市の中心市街地である藤沢駅南側として、商業･業務、サービス等の都市機能等が集積

するとともに、藤沢駅に近接した利便性の高さからマンションやJR東海道線の北側に工場等も立地

しています。 

藤沢駅のほか、小田急江ノ島線、江ノ島電鉄の駅があり、公共交通に恵まれた地区である一方、地

区内に計画されている多くの都市計画道路が未整備であり、地区の骨格となる道路ネットワークの形

成が不十分です。 

また、狭隘道路や行き止まり道路も多く生活道路が不十分であるとともに、近年の宅地細分化によ

り、さらに地震災害等への危険度が高まっています。さらに、津波・高潮や浸水等の災害危険度が高

い地区となっています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■自然発生的に形成された市街地が多い地区南側は、地区内の道路ネットワークが形成されておら

ず、都市計画道路の整備が必要です。また、未整備の都市計画公園も多くあり、防災性の観点から

も、都市施設の整備が求められます。 

■引地川や境川の下流部であり、浸水、津波・高潮等の災害危険度が高く、地区における防災・減災

性の向上にむけた都市づくりが必須となっています。 

■別荘地等として開発され、松による屋敷林等があるゆとりある低層戸建て住宅地を形成しています

が、相続等に伴う宅地の細分化、行き止まり道路の増加、近接地での中高層建物の建設等により、

良好な風致環境が失われつつあります。地区の資産でもある居住環境の維持・保全にむけた取組、

誘導策が期待されます。 

■藤沢駅には乗換客等、駅を利用し訪れる人が市内外から多くいますが、周辺の商業・業務地での活

気・にぎわいの低下傾向が見られます。本市の都心としての活力の再生への取組とともに、地区住

民にとっても身近にある利便性の高い都市拠点として充実が求められています。 

 

（３）地区の将来像 

緑と海と人が輝くまち「湘南ふじさわ鵠沼」 

 

自然や公共交通に恵まれた環境のもと、住宅地におけるゆとりある風致の維持と安心・安全の向上

をすすめるとともに、本市の中心市街地や、東海道線沿いの産業系土地利用等、多様な街の顔が共存

する地区をめざします。 

藤沢駅周辺では、広域拠点としての役割とともに地区住民が身近に高度な都市サービスを享受でき

る拠点づくりをすすめます。 

超高齢社会におけるくらしやすさの向上にむけ、地区の骨格となる道路や都市公園等の都市基盤の
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充実や防災まちづくりをすすめます。 

海・川・緑の自然に恵まれた格調ある鵠沼の居住環境を次世代に残せる地区をめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①藤沢駅周辺の都市サービス機能集積と都心居住の適切な誘導 

・商業・業務、サービス機能や文化・交流機能等の機能集積を促進するとともに、建物更新の時期を

迎えている公共公益施設や大規模な民間建物等については、周辺の活力維持・向上につながる機能

・土地利用を誘導し、都市の顔にふさわしい都市空間形成をめざします。 

・都市拠点としての交流・活力の維持・創出を見据えながら、都心居住を適切に誘導します。 

②安心とゆとりのある居住環境の維持・充実 

・質の高い居住環境の維持・保全にむけ、住民主体のまちづくりルール等を検討します。また、低層

住宅地と近接する場所では、建物高さや景観等、周囲に配慮した土地利用の更新・転換を促進しま

す。 

・狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、避難地となる公園整備、ブロック塀の改修等、安

心・安全の向上をはかります。 

 

③鉄道駅を中心とした身近な地区拠点の充実 

・鉄道駅ならびに市民センター周辺を中心に、身近な商業サービス機能やコミュニティ機能、交流機

能の集積をはかります。 

④多様な機能が共存する土地利用の維持と調和の促進 

・商業・業務系、中高層住居系、低層住居系、工業系の各土地利用を維持しながら、それぞれにふさ

わしい、また共存ができるよう土地利用や高さ誘導を検討します。 

 

交通 

①公共交通ネットワークを活かした超高齢社会におけるくらしやすさの向上 

・駅のバリアフリー化等、既存公共交通の更なる使いやすさの向上を促進します。 

・鉄道駅周辺や市民センター等の主要な公共施設の周辺を中心に、交通管理等も伴いながら安心して

アクセスできる歩行空間や交通環境の向上につとめます。 

②地区内の移動を支える道路網の整備 

・地区内の慢性的な渋滞の軽減等につながる横浜藤沢線の整備等、広域交通を担う幹線道路網の強化

を、周辺環境への配慮のもと促進します。 

・鵠沼奥田線の整備を推進するとともに、藤沢駅鵠沼海岸線や片瀬辻堂線、鵠沼新屋敷線については

整備の優先順位に基づき、事業化にむけ、検討します。 

③中心市街地の活性化につながる交通環境づくり 

・輻輳している駅利用者の歩行空間の改善にむけ、藤沢駅の改良をめざすとともに、駅南北間の連携

強化をはかります。 

・藤沢駅南口を中心に、商店街や公共施設等を安心・快適に歩いて回遊できる歩行空間や、自転車が

利用しやすい環境づくり等、中心市街地の活性化につながる交通環境の改善を推進します。 

④海岸沿いの観光地へのアクセスの向上 

・海岸沿いの観光地を結ぶアクセス道路、交通手段について検討します。 
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水・緑 

①湘南海岸・引地川・境川を結ぶ広域レクリエーション・交流のネットワークづくり 

・湘南海岸や引地川、境川を軸として、サイクリングロードや緑道を活かしたネットワークを充実す

るため、引地川緑地及び境川緑地の整備を検討します。 

②地区の身近な憩い・交流の場として公園・広場の確保・整備の推進 

・防災上の観点等を踏まえ、未整備となっている都市計画公園の整備を推進するとともに、公園や広

場等の整備を検討します。 

・風致や景観の維持・向上にむけた緑の保全や緑化につとめます。 

・既存住宅地内に残る緑や保存樹林等について、まちづくりルール等により保全をはかります。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①藤沢駅周辺の活性化にむけた都市整備の検討 

・藤沢駅南口周辺では、南北一体となりながらこれからの街のあり方や都市機能更新、交通環境の改

善等について、多様な主体と連携・協働し、総合的に検討します。 

・藤沢市の玄関口、顔にふさわしい都市空間・景観形成にむけ、民間建物の更新時に誘導をはかりま

す。 

②防災まちづくりの促進 

・地域の防災力向上にむけ、未整備の都市計画道路の整備とともに、狭隘道路等の解消や公園・広場

の確保、緑化等をはかります。 

・境川、引地川の治水対策を促進するとともに、下水道整備等による浸水対策を推進します。 

・津波に対する避難対策の充実をはかるとともに、河川の遡上対策の促進にむけた検討をすすめます。 

③格調のある居住環境・景観の維持・保全 

・格調ある居住環境を次世代に継承するため、敷地の細分化や建物の高層化を抑制するための制度の

導入を検討します。 

・鵠沼の緑が潤う閑静な住宅地や国道１３４号線沿いの景観を今後も維持・保全するため、景観法に

基づく制度等の活用をはかります。 
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鵠沼地区将来構造図 

 



55 

 

 

３ 辻堂地区 

（１）現況 

地区の南側の海岸沿いには県立辻堂海浜公園が立地し、湘南らしい風致とにぎわい、交流を持ちな

がら、住宅地と共存している地区です。太平台等の一部を除き比較的平坦な地形となっています。 

本地区は大正５年に辻堂駅が開設されると住宅地として開発され始め、さらに昭和３０年以降に演

習地が返還され、工場が誘致される等本格的に都市化がすすみ、住宅市街地として発展してきました。  

地区の過半が低層住宅地となっており、比較的緑も多く閑静な住宅市街地が形成されています。一

方で、急速に宅地化した住宅地では、身近な公園や道路等の都市基盤整備が遅れていたり、近年では

宅地の細分化等により、街なみの変化や防災性の低下等が懸念されるとともに、津波浸水等の危険性

を伴っています。 

また大規模工場や公務員宿舎の撤退等に伴い、地区内で複数の大規模な土地利用転換が見込まれて

います。 

地区の骨格となる道路では未整備の都市計画道路も多くあり、また地区北側へのアクセスが十分で

はない等により、交通渋滞が頻繁に発生しています。 

辻堂駅北側ですすむ湘南C－X地区の開発により辻堂駅周辺における都市機能集積の高まりが期待

されており、南口周辺においても連携しながらより利便性の向上等が期待されています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■豊かな水と緑のある湘南らしい低層住宅地を形成していますが、今後、想定されている大規模な土

地利用転換・更新や、近年の宅地の細分化等による屋敷林の減少等といった良好な居住環境の消失

に対し、これまで育んできた地区の文化、風致等を維持・継承する取組が求められています。 

■一方で、辻堂駅の改良や大規模土地利用転換等によりもたらされる新たな変化を、超高齢社会にお

ける地区全体のくらしやすさ向上や文化形成として活用することが期待されます。 

■地区の快適性、安全性の向上等にむけ、都市基盤整備の推進が必要です。特に道路網の充実が不可

欠であり、骨格的な役割を担う都市計画道路の整備とともに、交通分担や地区内外との円滑な連携

が求められています。あわせて、地区内における移動手段の充実も期待されています。また、未整

備の都市公園も多く整備が期待されています。 

■防災性が低い市街地でありながら、津波・高潮、液状化等の災害危険度が高いことから、都市基盤

整備とあわせて、地区における防災・減災の向上にむけた都市づくりが必須となっています。 

■湘南海岸や引地川等の地区の持つ資源を保全・活用しながら、地区の魅力へとつながる取組も期待

されています。 

 

（３）地区の将来像 

歴史と緑と潮風のかおる、健やかなまち“湘南辻堂” 

 

湘南海岸に面し水と緑が豊かな環境のもと、平坦な地形を活かし、ユニバーサルデザインに配慮し

た地区の形成をめざします。 

辻堂駅周辺と市民センター周辺の２つの地区拠点を核に、安全にアクセスしやすい交通環境を整備

することで、多くの市民が交流・活動しやすく、くらしやすい地域をめざします。 

地区の持つ特性・文化を継承しながら、居住環境の維持・向上、防災性の高い市街地環境への改善

等をすすめます。大規模土地利用転換の際には、周辺環境と調和し、風致を維持・成熟をめざします。 
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湘南海岸をいかした水と緑のネットワークにより、潮香の漂う、安心して快適にくらせるまちの形

成をめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①都市拠点である辻堂駅周辺での地域のくらしやすさを高める都市機能の促進 

・辻堂駅北側の湘南C-Xと機能分担及び連携をはかりながら、地区のくらしを支える商業サービス機

能等の集積を促進します。 

②地域と連携し、大規模土地利用等の更新時における適切な土地利用の誘導 

・大規模工場跡地の土地利用転換にあたっては、地域の交通環境や周辺土地利用との調和等を踏まえ

るとともに、低炭素社会構築にむけて環境と共生するまちづくりをすすめます。 

・辻堂団地等の老朽化等に応じた土地利用更新・再編時には、風致や地域コミュニティ等との調和と

ともに、生活サービス機能の充実をめざし、魅力ある住宅地の更新をすすめます。 

・高齢者、子育て機能に対応した土地利用も視野に入れ、地域に配慮したまちづくりをすすめます。 

③湘南・辻堂にふさわしいゆとりある住宅地の維持・形成 

・風致地区に指定されている住宅地は、今後も緑豊かな低層住宅市街地として、維持・保全につとめ

ます。 

・緑豊かでゆとりある風致や、良好な居住環境の維持・充実にむけ、住民主体のまちづくりのルール

等を検討します。 

・土地利用・建物更新を行う地区では、計画的にまちづくりをすすめられるよう地区計画等の活用を

誘導します。 

・狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、避難地となる公園整備、ブロック塀の改修等、安

心・安全の向上をはかります。 

・周辺の住宅と調和した沿道利用の維持につとめます。 

 

交通 

①地区の骨格であり地区間連携を促進する交通ネットワークの形成 

・本市の幹線道路であり、防災の役割を担う広域交通ネットワークとなる戸塚茅ヶ崎線の整備を促進

するとともに、藤沢厚木線の整備にむけた検討を促進します。 

・地区の骨格となる片瀬辻堂線や辻堂停車場辻堂線の整備を検討します。 

・大規模土地利用転換とあわせ、周辺の交通環境向上につながる道路の実現にむけて検討します。 

②安心して移動しやすい交通環境づくり 

・歩行者や自転車の利用者が安心して快適に移動できるように、共存できる道路づくりや自転車利用

の促進に取り組みます。 

・人が多く集まり交流する辻堂駅や市民センター周辺では、ユニバーサルデザインの考えのもと、交

通管理等も伴いながら安全な歩行空間の確保をはかります。 

 

水・緑 

①湘南海岸・辻堂海浜公園等を中心とした水と緑によるレクリエーション・交流ネットワーク形成 

・湘南海岸、辻堂海浜公園、長久保公園を中心に、レクリエーション・交流の場としてネットワーク

を形成します。 

・湘南海岸沿い、引地川沿いの自転車専用道路を活用して、境川沿いとも連携した自転車による観光
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交流の動線づくりを推進します。 

・湘南海岸や周辺の緑の維持・保全につとめます。 

②地区の身近な憩い・交流の場として公園・広場の確保・整備の推進 

・未整備の都市計画公園の整備を推進します。 

・一時避難場所となる歩いていける身近な公園の整備を推進するともに、防災上の観点等を踏まえ、

公園や広場等の整備を検討します。 

・風致や景観の維持・向上にむけた緑の保全や緑化につとめます。 

・社寺林や住宅地内の緑を維持・保全します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①藤沢市の骨格となる湘南海岸や引地川等の維持及び景観形成 

・湘南海岸や引地川等を軸に、自然環境と調和した景観形成をはかります。 

②災害に強い地区づくり 

・地区内での防災力向上にむけて、狭隘道路等の解消や公園・広場の確保、緑化等につとめます。 

・引地川の治水対策を促進するとともに、下水道整備等による浸水対策を推進します。 

・津波に対する避難対策の充実をはかるとともに、河川の遡上対策の促進にむけた検討をすすめます。 

③大規模土地利用転換を活かした地区の利便性と魅力の向上 

・大規模土地利用転換においては、円滑な交通環境やオープンスペースの確保等、地区全体の利便性

と魅力の向上とともに、周辺と調和した環境形成を促進します。 
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辻堂地区将来構想図 
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４ 村岡地区 

（１）現況 

村岡地区は、昭和１６年に藤沢市に合併した後、昭和３２年の藤沢綜合計画により、地区北部は「よ

り住み良い」ところとして住宅地に、JR東海道線沿線は「より働きやすい」ところとして工業地に

位置づけられ、現在では、地区北部では低層住宅地、JR東海道線沿線では工業地、工業と住宅の混

成市街地が形成されています。もともと傾斜部が多い地形で形成されておりますが、地区北部では土

地区画整理事業により多くの住宅地が開発されているとともに、道路や公園等の都市基盤が計画的に

整備されています。 

地区南部では、自然的土地利用をいかした新林公園や川名の斜面緑地が東西に連続して、緑の景観

を呈しています。 

地区の骨格となる道路網は、「かながわのみちづくり計画」において交流幹線道路として位置づけ

られている横浜藤沢線が地区南側で未整備となっていますが、それ以外は概ね整備を終えています。 

JR東海道線沿線では（仮）村岡新駅構想により飛躍的な公共交通の利便性が向上するとともに、

現在の産業集積とあわせ、今後鎌倉市と連携したまちづくり等をすすめることで、大きくポテンシャ

ルが高まることが期待されています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■一定の都市基盤整備を終えている住宅地については、この居住環境の維持・保全をはかるとともに、

超高齢社会における地区づくりや災害に強いまちづくりが求められます。既成市街地の川名地区等

において多く残っている狭隘道路の解消とともに、広幅員道路や河川の沿線における建物の不燃化

等により延焼遮断帯の強化にむけた取組が必要です。 

■（仮）村岡新駅構想の実現により、公共交通の利便性向上が期待されるとともに、研究所の新設等

新たな産業の集積によって、地区の活力向上が予測されます。この新駅設置の機会を、地区全体で

どのように活用し、また既成市街地との連携・共存のあり方について、公共交通網の再編等も含め

て十分な検討が必要です。 

■川名清水谷戸や宮前御霊神社南側の斜面緑地等、地区南側に残る自然環境は、本市においても貴重

な資源であり、これらの保全にむけた取組が必要です。また、周辺の自然環境と共生する都市基盤

（横浜藤沢線、（仮）村岡新駅、宮前公園等）の整備や、新たに創出される緑との連続性が求めら

れます。 

■JR東海道線沿線の工業地においては、適正な土地利用の維持にむけた取組が必要です。 

 

（３）地区の将来像 

ふれ愛 ささえ愛 絆ではぐくむ“輝
き

ら里
り

”むらおか 

 

歴史・自然・産業等の地域の豊かな資源を活かしながら、安心して快適にくらし、働き続けられる

地区を形成します。 

（仮）村岡新駅の設置を契機とした本市の新たな玄関口となる交通拠点の形成にむけ、鎌倉市と連

携したまちづくりとともに、村岡公民館に加え新たな地区拠点の創出により、活動・交流の充実をめ

ざします。 

都市整備と環境保全を共存させながらまちづくりをすすめ、利便性が高く、ゆとりと潤いのある都

市環境のもと、人と人がふれあい支え合いながら、いきいきとくらせる地区をめざします。 
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（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①（仮）村岡新駅設置を契機とした、玄関口となる都市拠点の創出 

・（仮）村岡新駅周辺では、緑豊かな周辺環境と調和した都市空間を形成するとともに、鎌倉市深沢

地区と一体となったまちづくりをすすめます。 

・広域交流を育む都市拠点の形成とともに、身近な商業サービス機能、コミュニティ機能等の集積や

ユニバーサルデザインの導入をはかります。 

②安心してくらし続けられる居住環境の維持・向上 

・計画的な基盤整備を終えた住宅地では、良好な居住環境の維持・充実にむけ、住民主体のまちづく

りのルール等を検討します。 

・基盤整備が遅れている住宅地では、狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない等、居住環境の

改善をはかります。 

・災害時や緊急時に備えるため、ブロック塀の改修等、安心・安全の向上をはかります。 

③工業系市街地の維持 

・JR東海道線沿いにある工場・研究所等の工業系市街地を維持し、本市の活力を創出する産業拠点

として充実をめざします。 

 

交通 

①交通拠点の形成と公共交通の充実 

・地区住民や就業者の利便性向上にむけ、JR東海道線の新駅設置とともに、あわせてバスネットワ

ークの再編等による公共交通網の充実を促進します。 

・公共交通結節機能を有した交通拠点として、湘南モノレール「湘南深沢駅」との連携強化を促進し

ます。 

②地区内のバス交通の維持・充実 

・くらしや通勤の足として地区内外を連携するバス交通の維持・充実をはかります。 

③地区の移動を支える道路網の充実 

・地区内における交通渋滞、通過交通流入等の解消にむけ、広域幹線道路である横浜藤沢線の整備を

環境との共生をはかりながら促進します。 

・（仮）村岡新駅にアクセスする道路の整備を検討します。 

・地区内の幹線道路等に連絡する主要な生活道路の充実をはかります。 

④安心して歩けるみちづくり 

・（仮）村岡新駅周辺では、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、安心して歩いたり自転車で

アクセスできる交通環境の充実を推進します。 

・生活道路での通過交通の排除や走行速度抑制策等により、人が主役となる生活道路づくりを検討し

ます。 

 

水・緑 

①川名緑地を核とした緑の拠点づくり 

・川名清水谷戸を中心とした斜面緑地等は、新林公園や隣接する鎌倉市側の緑地と一体となった緑の

拠点形成をめざし特別緑地保全地区等の指定をするとともに、緑地内に計画されている横浜藤沢線

について、環境と共生する道路づくりのあり方について検討します。 



61 

 

・藤沢市の玄関口として、（仮）村岡新駅及びJR東海道線沿いにおける緑空間の維持・創出や緑化

をはかります。 

②谷戸や河川、斜面緑地等地区をつなぐ水と緑のネットワークづくり 

・柏尾川や境川、滝川等の河川と、川名緑地、公園、斜面緑地等をつなぐ、幹線道路沿いの街路樹の

維持・充実や緑化をはかります。 

③住宅地における緑の維持・創出 

・歩いていける身近な公園の整備を推進します。 

・潤いのある居住環境維持にむけ、宅地内の緑の維持・充実をはかります。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①（仮）村岡新駅設置を契機とした協働によるまちづくり 

・村岡地区まちづくり計画の実現にむけ、（仮）村岡新駅予定地周辺におけるまちづくりを市民や事

業者、行政等との協働によりすすめます。 

・深沢地区と連携した広域拠点となるまちづくりについて、鎌倉市、神奈川県等と連携しながら検討

をすすめます。 

②地区内の緑を活かした景観づくり 

・川名緑地一帯や、藤沢市の玄関口となるJR東海道線沿い等、緑を活かした景観の維持・充実をは

かります。 

・住宅地では、宅地内の緑や傾斜地形により保全されている緑等を維持・活用しながら、ゆとりのあ

る景観の維持・創出につとめます。 

・宅地開発等においては、既存の緑や景観へ配慮するとともに、良好な都市空間の創出につとめます。 

③災害に強い市街地形成の推進 

・広幅員道路や境川、柏尾川沿川における建物不燃化等により延焼遮断帯の強化を推進します。 

・境川における治水対策を促進するとともに、滝川の治水対策や市街地の安心・安全を高める公園整

備を推進します。 
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村岡地区将来構想図 
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５ 藤沢地区 

（１）現況 

本地区は、藤沢駅北口を中心に広がる商業業務地と住宅地等により構成されており、地区内には、

藤沢駅、藤沢本町駅があり、藤沢駅は鉄道３線が結節するターミナルとして利便性の高い場所である

とともに、歴史・文化や自然資源にも恵まれた地区です。 

藤沢地区には、遊行寺を中心とした門前町や１７世紀に開かれた東海道の宿場である旧藤沢宿等が

あり、藤沢市の中心として歴史文化を育んできていました。一方で、明治２０年に藤沢駅が開業し藤

沢駅北口に市役所等の行政施設や百貨店等が集積したことでにぎわいの中心が移り、藤沢駅周辺が湘

南地域の広域拠点の役割も担うようになりました。 

地区の多くは、自然発生的な住宅地、あるいは商業・業務等との混在地で形成されておりますが、

一部、土地区画整理事業により創出された戸建住宅地や集合住宅地もあります。 

道路環境では通過交通が地区内に流入し、特に藤沢駅周辺へ集中する道路ネットワーク等により、

道路交通の効率悪化や、歩行者等の危険性が増しています。 

藤沢駅周辺は一時期より拠点性や活力が弱まりつつありますが、藤沢駅北口通り線の整備を中心と

した北口駅前地区の整備や、市役所の建替え・更新等の建物・機能更新等を契機に、地区全体の活性

化へとつながるまちづくりが期待されています。 

また、老朽化が進む地区拠点について、より拠点性を高めた整備について周辺のまちづくりとあわ

せて進めています。 

 
（２）都市づくり上の課題 

■自然発生的な市街地が多く、良好な居住環境の維持・充実が求められるとともに、浸水危険がある

地域もあることから、災害に強いまちづくりへの取組が重要となります。また、身近な公園整備と

あわせ、斜面緑地等の残されている緑の保全への取組が求められています。 

■藤沢駅を中心に、３路線の鉄道が結節し多くのバスが発着するターミナル機能を有しているととも

に、業務車輌や通過交通、送迎自家用車等が集中し、さらに徒歩や自転車での駅及び周辺利用等、

多様な交通手段が輻輳しています。安心して藤沢駅周辺を訪れ、利用できるよう、交通環境の整理、

充実が必要です。 

■藤沢駅周辺では都心部としての活気の低下傾向が見られ、また近年では商業地域内に高層マンショ

ンが立地する等用途混在がすすみつつある中、藤沢北口駅前地区整備事業や藤沢駅周辺の再整備構

想等と連携しながら、商業地域を中心に地区全体の活力向上にむけた取組が求められています。 

■藤沢駅や藤沢本町駅周辺、旧藤沢宿、また整備が進められている公共施設等の回遊性を持ったまち

づくりが求められています。 

■旧宿場町の街なみ等が年々消失しています。貴重な歴史・文化資源であるとともに、観光・交流資

源、地区のアイデンティティの役割を担っており、その保全・活用にむけた取組が期待されます。 

 

（３）地区の将来像 

歴史と文化が息づく、湘南藤沢の都心部拠点 

  

これまで育んできた歴史・文化・自然を身近に感じながら、利便性と活気、あるいはくらしやすさ

等多様性を持った地区形成をめざします。 

藤沢駅周辺、藤沢本町駅周辺の拠点性を高め、商店街や遊行寺・旧藤沢宿等、地区全体ににぎわい

や交流が育まれるような、回遊性と広がりを持ったまちづくりをめざします。 
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中心市街地との近接性等によるくらしやすさを享受しながら、安全・安心でゆとりのある居住環境

の形成をすすめます。 

近隣との調和・配慮をはかりながら、藤沢駅周辺や、商業・業務地、住宅地等それぞれのゾーンに

ふさわしい良好な街なみ形成をめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①にぎわいと、歴史・文化が共存する、都心にふさわしい拠点の維持・再生 

・本市の都心としての質を保ちながら、活力と交流のある拠点形成をすすめます。 

・既存の都市サービス機能やまちづくりに関するプロジェクト、遊行寺・旧藤沢宿の歴史文化財等、

様々な都市機能や地域資源等を連携・活用しながら、一体感を持った拠点形成をめざします。 

・藤沢駅周辺では、南北自由通路の拡幅やそれに伴う駅の改良、駅前広場の再整備・充実とともに、

駅周辺街区における広域商業・サービス、行政、業務、交流機能等の更新・強化をすすめ、都心に

ふさわしい質の高い空間形成をめざします。都心居住については適切に誘導します。 

・建物更新の時期を迎えている公共公益施設や大規模な民間建物等については、周辺の活力維持・向

上に資する機能・土地利用を誘導します。 

②安全で良好な居住環境の保全・向上 

・地区にふさわしい土地利用や建物、緑化等を誘導するまちづくりルール等により、質の高い居住環

境の維持・改善をはかります。 

・狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、避難地となる公園整備、ブロック塀の改修等、安

心・安全の向上をはかります。 

・低層住宅地と近接する場所では、建物高さや景観等、周囲に調和、配慮した更新・転換を促進しま

す。 

・良好な低層住宅地の維持にむけ、必要に応じた規制見直しや地区計画等を検討します。 

 

交通 

①移動しやすい交通環境づくり 

・藤沢駅について、ユニバーサルデザインによる南北自由通路の拡幅や駅前広場の改良をすすめると

ともに、駅改良を促進します。 

・藤沢駅周辺におけるユニバーサルデザインによる空間整備や、歩行・自転車・バス等様々な交通手

段で安心して駅及び駅周辺に来街できるアクセス、輻輳する交通環境の改善を推進します。 

・藤沢本町駅周辺では、バスとの連結強化や駐輪場整備、バリアフリー化等による歩行空間の見直し

等をすすめ、公共交通の利用促進につとめます。 

②円滑なアクセスを支える道路網の整備 

・地区内における交通渋滞、通過交通流入等の解消にむけ、横浜湘南道路を整備促進するとともに、

国道１号藤沢バイパスについては、地域交通の安全性、利便性の向上にむけた改良や自転車道整備

を促進します。 

・藤沢駅周辺における安全で円滑な道路ネットワーク形成にむけ、藤沢駅北口南北線等の整備をすす

めるとともに、交通規制の総合的な見直しや駐車場整備、歩行者・自転車等との共存のあり方等を

検討します。 

・地区内外の円滑なアクセスを支えるため、藤沢石川線の整備を推進します。 

③歩いて楽しいみちづくり 
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・藤沢駅北口や藤沢本町駅から、商店街や遊行寺・旧藤沢宿、公共施設等を、楽しみながら安全に回

遊できる生活道路等のみちづくりをはかります。 

 

水・緑 

①都心部に残る貴重な緑の保全とネットワークづくり 

・伊勢山緑地、御所ヶ谷緑地等の斜面緑地や社寺林等の歴史・文化のかおる緑地の保全をはかります。 

・河川沿いでは、市民と連携しながら公共空間や民有地における緑化をすすめ、水と緑の帯の形成を

めざします。 

・歩いていける身近な公園の整備を推進します。 

②建物建築等とあわせた緑の創出促進 

・新たな建物や街区整備等における緑地空間の創出とともに、中心市街地等では多くの人々が緑を楽

しめるような配置を誘導します。 

・建物や宅地の緑化とともに、商店街や街なみを単位とした緑化への取組を促進します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①命と財産を災害から守るまちづくりの推進 

・広幅員道路や河川沿いの延焼遮断帯の形成にむけて、沿道建物の不燃化や街路樹整備等を推進しま

す。 

・円滑な避難や救援を実現するため、狭隘道路等の解消や生活道路の整備・改善を推進します。 

・境川、引地川における治水対策を促進するとともに、下水道整備等による浸水対策を推進します。 

②由緒ある歴史・文化を受け継ぎ、新たな魅力と文化を育むまちづくり 

・歴史・文化資源等の保全・活用等によるまちの魅力・文化づくりとともに、景観形成をはかります。 

・多くの交流・にぎわいにより育んだ地区特性の継承にむけ、藤沢駅や藤沢本町駅、遊行寺・旧藤沢

宿等を回遊したくなるネットワークを形成します。 

③藤沢駅周辺の活性化にむけた都市整備の検討 

・都心部におけるまちづくりの方向性について、多様な主体と共有化をはかり、緩やかな連携のもと、

都市機能更新や交通環境の改善等の活性化策を、南北一体となり総合的かつ戦略的にすすめます。 
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藤沢地区将来構想図 
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６ 明治地区 

（１）現況 

明治地区は、江戸時代までは東海道と大山街道の交通結節点として賑わい、明治時代に入ると国道

１号線、東海道本線という国土幹線の整備、辻堂駅の設置等、古くから交通の要衝として発展してき

た地区です。現在では、辻堂駅を中心に、本市西部・北部や茅ヶ崎市域等への交通結節点の機能も有

しています。現在、横浜湘南道路（首都圏中央連絡自動車道の一部）の建設が進行しています。 

地区東側には引地川が流れ、北側には城南の斜面緑地があり、ランドマークとなる緑が形成されて

います。 

住宅地としては、旧道沿いに集落が形成されていましたが、高度成長期に辻堂新町や羽鳥を中心に

急激に住宅地開発がすすみ、戸建住宅や社宅等の集合住宅等が建設されました。小規模な宅地開発の

連続により、行き止まり道路や狭隘道路等防災上の課題を有しています。 

商業地として、新町通りを中心に商店街が形成されていますが、地区東部の大型ショッピングモー

ルの進出による交通環境の悪化、地域商業の活力低下が発生しています。 

辻堂駅前では戦前から工場が立地し、昭和３０年代以降には東海道線沿線に誘致した工場等により

産業ゾーンが形成されましたが、近年、工場撤退による土地利用転換がすすみつつあります。 

そのうち辻堂駅前は、「湘南C-X地区」の都市再生事業により新たに都市拠点を再創出することに

なりました。広域連携機能や複合都市機能等を計画的に誘導・集積することとなり、藤沢市の顔でも

あり、地区への新たな活力・交流創出が期待されています。 

 
（２）都市づくり上の課題 

■自然発生的に宅地化した住宅地では、防災性向上への取組が求められます。 

■国道１号線沿いの一種住居、二種住居地域では、戸建住宅と集合住宅等の混在や狭小宅地の増加等

の問題を抱えており、良好な居住環境の維持・創出にむけた検討が必要です。また、社宅跡地等の

大規模な土地利用更新時には、周辺環境との調和等を考えた土地利用を検討することが期待されま

す。 

■ＪＲ東海道線沿いは、本市において重要な産業ゾーンの１つであり、産業系の土地利用の維持・存

続にむけた取組が必要です。 

■湘南 C-X地区での拠点整備を活かして、地区全体のくらしやすさを高めることが期待されていま

す。また、新たな公共交通システムの導入等が見込まれる中、市内外からの交通結節点としての充

実も求められます。 

■ＪＲを南北に横断する動線が容量的に不足していることから、藤沢厚木線の整備が期待されます。

また、横浜湘南道路の整備に際し、居住環境への配慮が求められます。 

■城南特別緑地保全地区や引地川緑地等の保全とあわせ、周辺に残されている緑等と一体的になった

緑の拠点形成が期待されます。 

 

（３）地区の将来像 

明るく楽しい未来を創るまち、めいじ 

 

新しい都市拠点と既存の商店街が共存し、住む人、働く人がくらしやすく、楽しめる地区を形成し

ます。 

新たに生まれ変わる辻堂駅周辺を中心に交通結節点としての機能を強化することで、様々な交流を

育むとともに、住民の活発な地区内外への移動や交流をめざします。 



68 

 

城南の斜面緑地や引地川沿いの緑地等骨格をなす水と緑に囲まれた良好な居住環境とともに、広域

的な商業やサービス機能、昔ながらの商店街が身近にある、くらしやすく、利便性の高い住宅地の形

成をはかります。 

また、東海道線沿線や湘南C-X等において、地区の活力と新たな交流を育む産業機能の維持・創出

をはかります。  

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①湘南C-Xと商店街が連携した地区拠点づくり 

・湘南C-Xにおいては、広域連携機能や複合都市機能等多様な機能を持つ都市拠点を形成します。 

・藤沢市の西のゲートにふさわしい活気のある、住民にとって親しみのある都市空間の創造をめざし

ます。 

・住民のくらしやすさを高めるために、湘南C-X等の広域的な商業地と既存の商業地の機能分担・連

携をはかります。 

②安心してくらせる良好な居住環境の維持・向上 

・自然発生的に形成された住宅地では、狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、生活道路・

公園の整備等、居住環境の向上をはかります。 

・計画的に整備された住宅地では、良好な居住環境の維持にむけ、住民主体のまちづくりのルール等

を検討します。 

・NTT社宅跡地等の大規模な建物・土地利用更新時や、新たな集合住宅の建築時には、周辺環境との

調和・配慮・連携をはかりながら、緑とゆとりのある環境の形成を促進します。 

③地区の活力となる工業系土地利用の維持 

・湘南C-Xでは、研究開発・業務機能等を集積した産業地として維持します。 

・東海道線沿いでは、工業系を中心とした産業機能の維持・更新をはかります。 

④引地川沿いの農地の維持・保全 

・市街化調整区域の農地の維持・保全につとめます。 

 

交通 

①ユニバーサルデザインによる交通結節点づくり 

・辻堂駅を中心に、誰もが鉄道、バス、自転車、歩行等多様な交通手段を快適に利用できる交通結節

点を形成・充実します。 

・本市西部や西北部等との連携強化にむけた公共交通の充実を検討します。 

・歩行者や自転車の利用者が安心して快適に移動できるように、交通管理等も伴いながら交通環境の

改善・充実をはかります。 

②広域幹線道路整備と地区内道路網の充実 

・広域幹線道路である横浜湘南道路の早期完成と藤沢厚木線の整備にむけた検討を促進します。 

・辻堂地区での大規模土地利用転換とあわせ、周辺の交通環境向上につながる道路の実現にむけて検

討します。 

③安心してくらせる生活道路網の充実 

・広域幹線道路整備による地域分断の解消や交通安全対策を検討します。 

・身近な道路環境の向上をめざし、地区の幹線道路に連絡する主要な生活道路等の整備をはかります。 
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水・緑 

①地区の緑の核となる城南の斜面緑地、引地川、湘南C-X等の維持・充実 

・城南の斜面緑地等の樹林および引地川沿いの緑地、市街地に残るまとまった樹林地等の維持・保全

をつとめます。 

・湘南C-Xでは、高木並木等が配された道路や神台公園等の維持・充実をはかります。 

・新たな建築、土地利用転換の際には、屋上緑化や敷地内緑化を促進します。 

②地区の身近な憩い・交流の場となる公園・広場の確保と整備の推進 

・歩いていける身近な公園の整備を推進します。 

・住宅地の緑の維持・充実を、住民と連携しながらはかります。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①周辺地域との調和した土地利用・建物更新の促進 

・大規模な土地利用転換時には、地域の交通環境や地域コミュニティの維持、周辺の土地利用との調

和、眺望に配慮した建築物の高さの抑制等、地域のまちづくりと連携した取組をはかります。 

②湘南C-Xを中心とした景観づくり 

・新たに創出する湘南C-Xでは、景観計画に則り質の高い都市空間・景観の形成をすすめるとともに、

周辺と連携・調和する景観を形成します。 

・城南の斜面緑地等の自然資源や古い民家等の歴史文化的資源により形成される景観の維持・保全を

はかります。 

③災害に備えた都市づくりの推進 

・安全に避難ができるよう、一時避難場所となる公園・広場の確保とともに、ブロック塀の改修、建

物の不燃化を促進します。 
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明治地区将来構想図 
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７ 湘南大庭地区 

（１）現況 

湘南大庭地区は、相模野台地、高座丘陵の南端に属したゆるやかな起伏に富む丘陵地で、東境には

引地川に沿って水田地帯が広がり、西境には茅ヶ崎市の緑と隣接する自然の豊かな場所です。また、

大庭城址をはじめ歴史的文化財が点在しています。 

昭和４０年代、急激な人口増加に伴う無秩序な市街化を防ぐため、すぐれた緑地資源と変化に富む

自然条件を活かした緑豊かな住宅地の開発を、また農業環境の保全･整備を目的として｢都市と農業の

調和するまち湘南ライフタウン｣の総合的まちづくりを行いました。住宅地においては、豊富な緑地

資源を活かし、オープンなコミュニティづくりをめざして中央けやき通り沿いに商業施設を、中心部

に中高層系住宅を、外側に向かって低層系住宅を配置しています。集約化された農地は徐々に開発さ

れ、住宅地と混在しています。 

公園・緑は、大庭城址公園をはじめとする都市公園が計画的に配置され、街の所々にある歩行者専

用道路には街路樹が充実し、緑豊かな居住環境が形成されています。 

道路は、生活道路に通過交通が入らない等機能別に配置されています。辻堂駅、湘南台駅、藤沢駅

等に連絡するバス網が中央けやき通りを中心に形成されています。 

人口構成の特徴は昭和５０～６０年の間に住み始めた人々とその子供の世代が多いことであり、急

激な高齢化により市内でも高齢化率が高い地区となっています。 

 
（２）都市づくり上の課題 

■当初の総合的まちづくりの考え方を継承しながら、今後も良好な居住環境が維持、形成できるよう

な取組が必要です。未利用地や農地等の新たな土地利用においても既存の周辺環境と調和するよう

な取組が求められます。 

■辻堂駅や湘南台駅への交通利便性の高さ、開発計画時に盛り込まれているコミュニティ活動拠点や

地区中心商業地、公園等に支えられた良好な居住環境を維持・保全する取組が求められます。 

■急激な高齢化に対応するために、起伏の多い地形や歩道の安全性の確保あるいは向上への取組が必

要です。 

■既存建築物の老朽化に対応した維持、改修等をとおして、高齢者等が安全、安心に生活できる環境

形成や地域コミュニティの活性化なども含めた総合的な取組が求められます。 

■充実した地域コミュニティ機能が育まれ、地区内外の人々が交流し連携できるように、まちの中心

部である中央けやき通りを、機能上、生活上、景観上より魅力あるものに育てる取組が求められま

す。 

■居住環境の豊かさを支える充実した街路樹や公園の樹木、街区を構成する農地を、適正に維持、管

理する取組が求められます。 

 

（３）地区の将来像 

住みたい 住み続けたいまち 湘南大庭 

  

当初の開発計画に従い今日まで形成されてきた質の高い生活環境の維持・保全、更なる質の向上を

はかるため、市民が主体となったまちづくりを推進します。 

地域コミュニティ活動の核となる湘南大庭市民センター周辺や、中央けやき通り沿いの大規模商業

施設や様々な生活支援施設の集積を維持・充実させるとともに、辻堂駅、湘南台駅等の都市拠点にむ

けたバス交通等の公共交通の充実により、快適でくらしやすい生活環境の形成をめざします。 
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湘南ライフタウンで創出された緑や、維持・保全されている農地や自然環境等との調和により、住

民が憩い、愛着のもてる都市空間を形成し、住み続けたいまちをめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①良好な居住環境の維持・形成 

・低層住宅地では、良好な居住環境の維持・保全にむけ、住民主体のまちづくりのルール等を検討し

ます。 

・中高層住宅地では、緑豊かでゆとりある居住環境の維持・充実をはかります。 

・南部の集落地では、緑豊かな居住環境の維持・保全につとめます。 

・災害時や緊急時に備えるため、ブロック塀の改修等、安心・安全の向上をはかります。 

②中央けやき通りにおける活気の維持・充実 

・生活をささえる施設が集積する中央けやき通りにおける活力の維持・充実をめざします。 

・湘南大庭市民センター周辺では、地域コミュニティ機能の強化をはかります。 

・南北に配置された大規模商業機能をはじめとする生活サービス機能の維持・充実をはかります。 

 

交通 

①地域間及び地域内の容易な連絡を可能とする公共交通の維持・充実 

・住民の高い利便性を維持するために、また地区内外の人々が交流し連携するために、辻堂駅、湘南

台駅、藤沢駅等各都市拠点へむけたバス交通網の維持・充実をはかります。 

・辻堂駅より西北部方面へむかう新たな交通システム導入について研究します。 

・子どもから高齢者まで、住民が移動しやすい地域内の交通手段や歩行環境のあり方を検討します。 

②安心して移動できるみちづくり 

・歩行者や自転車等で安心して移動できるよう、歩行空間のバリアフリー化や維持・管理等につとめ

ます。 

 

水・緑 

①居住環境の豊かさを支える緑や水の適切な維持・管理 

・街路樹や公園の樹木等、地区内にある緑について、住民参加による緑の管理、育成を促進し、適正

な維持、管理をはかります。 

②引地川緑地ゾーン等の緑の維持・保全 

・引地川沿いに広がる斜面緑地や農地、大庭城址公園等のまとまりのある緑や、南部の市街化調整区

域に広がる農地等の緑の維持・保全をはかります。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①湘南ライフタウンにふさわしい景観の維持、形成  

・起伏に富む地区にひろがる斜面地や引地川緑地等とともに、街路樹や公園と住宅地等、開発当初よ

り育まれた良好な景観・風景の維持・保全をはかります。 

・中央けやき通り沿い等における建替や新たな開発においても、地域の景観との調和をはかります。 

②高齢化に対応したまちづくりの推進 

・住民の安全で快適な生活を維持・充実するために、既存の道路や公園等を適切に維持・管理します。 

・住民の地域交流や地区内外の様々な世代の人々の交流を拡げるために、公共施設の機能拡充や有効
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活用をはかります。 

・住民が利便性の高い生活を維持・充実するために、商業機能の維持・充実をはかります。 

・急激に高齢化が進んだ湘南ライフタウンにおける地域コミュニティのあり方や団地再生などの総合

的な住宅施策について、検討します。 

・まちの活力を維持するために、若い世代が住みたくなる都市環境のあり方を検討します。 
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湘南大庭地区将来構想図 
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８ 善行地区 

（１）現況 

善行地区は、西に引地川、中央に白旗川、東に境川が流れていることから坂が多い地形となってお

り、昭和３５年に小田急電鉄江ノ島線善行駅が開設されるまでは、傾斜地は山林、白旗川の谷筋は水

田と集落という土地利用状況でした。 

駅開設後、昭和３９年に荏原製作所が現在の位置に立地して以降、土地区画整理事業や民間の大規

模な宅地開発、大規模な団地、駅前には県の総合スポーツ施設が立地し、善行地区のまちの基盤が形

づくられました。近年では、善行坂の工業地域に指定されている斜面地でマンション建設が進んでい

ます。また、昭和４０年代等に建設された団地等が建物・機能更新の時期を迎えつつあります。 

石川丸山緑地及びその東側では、農地と山林が広がり、藤沢市の南部と北部の市街地を分ける緑の

帯となっています。市街地周辺の傾斜地山林は緑の景観を形成し、住宅地に潤いを与えています。 

河川、斜面林等恵まれた自然環境に取り囲まれていると同時に、河川の氾濫、崖崩れ等の災害の危

険性を伴っています。残された斜面緑地も開発により徐々に減少してきています。 

地区内では、善行駅と善行団地以外の住宅地を結ぶ公共交通が少ないうえ、坂道が多く、駅アクセ

スが不便な地域もあります。 

 
（２）都市づくり上の課題 

■高齢者や障がい者が安心して通行できるように、狭隘道路の整備や行き止まり道路の解消等をはか

るとともに、坂道の多い地区特性を踏まえたユニバーサルデザインに配慮したまちづくりの取組が

求められています。 

■第一種中高層住居専用地域は、今後、住宅形態が混在化する可能性もあります。大規模土地利用転

換も含め新たな土地利用や建物の更新に際しては、周辺地域との調和にむけた取組が求められてい

ます。 

■農地や山林の維持・保全や河川とのふれあいと合わせた、緑と都市の交流機会の拡充にむけた取組

が求められています。 

■産業系の土地利用の維持が求められています。 

■河川、斜面林等恵まれた自然環境に取り囲まれていると同時に、河川の氾濫、崖崩れの災害の危険

性を伴っているため、地区における防災・減災の向上にむけた都市づくりが必須となっています。 

■地区内の道路ネットワークの見直しと、より円滑な移動を可能にする空間の確保や、移動手段の充

実にむけた取組が求められています。 

 
（３）地区の将来像 

みんなが元気で、誰にもやさしい 坂のまち 

 
善行のまちには傾斜地山林、農地、河川という多くの自然があり、それらは変化に富んだ緑の景観

をつくりだしています。その豊かな自然と優れた眺望を活かし、緑と水につつまれた閑静な住宅地を

めざします。また、自然と人と文化・歴史、産業等さまざまなまちの要素がうまく調和し、交流のあ

る地区形成をめざします。 

地区の生活の利便性を高めるために、地区の骨格となる道路や都市公園等の都市基盤の充実をめざ

します。更なる高齢化を見据えた身近な生活道路での安全・安心な道づくりや公共交通の充実、防災

まちづくりにより、くらしやすさと活力を高める地区づくりをすすめます。     
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（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①地区の特徴である丘の地形を活かしながら、安全で良好な居住環境の維持・保全 

・低層住宅を中心とした良好な居住環境は、今後とも周辺との調和をはかりながら維持・保全します。 

・安全で良好な居住環境の維持・保全にむけ、住民主体のまちづくりのルール等を検討します。 

・建物の混在化を避け、周辺環境と調和した居住環境の維持をはかります。 

・基盤整備が遅れている住宅地では、狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、ブロック塀の

改修等、居住環境の改善をはかります。 

・善行団地等では、超高齢社会に対応した充実や建物更新を誘導します。 

②善行駅周辺における、地区のくらしを支える拠点充実 

・地区住民の身近な生活を支えるため、駅前商業地の活性化や生活サービス機能の充実をはかります。 

③農業生産の場となる農地保全と、集落環境の充実 

・市街化調整区域は、市の中心的な農業生産の場として位置づけ、農業・農地への需要の高まりや多

様な農業形態と連携しながら、耕作放棄地や荒廃地等の削減を促進します。 

・集落地の生活の安全性や快適性の向上のため、居住環境の整備をすすめます。 

④工業系市街地における産業機能の維持充実 

・工業市街地では、良好な操業環境と産業集積の維持・向上をはかります。 

 

交通 

①地区間連携を支える交通ネットワークの形成 

・交通ネットワークの形成にむけ、藤沢石川線の整備を推進します。 

②善行地区における、安心して利用できる道路空間の改善 

・誰もがアクセスしやすい道路空間の維持・保全をすすめます。 

③安心して、移動しやすい交通環境の整備 

・高齢者をはじめ、移動することが困難な人でも安心して移動できるよう、身近な公共交通サービス

の充実・維持をはかります。 

 

水・緑 

①石川丸山緑地や引地川を中心とした緑の拠点づくり 

・引地川親水公園、引地川緑道、引地川特別緑地保全地区等とあわせ、引地川周辺に残る農地等の保

全につとめます。 

・石川丸山緑地では都市緑地や特別緑地保全地区等の指定をはかり、緑の拠点形成をめざします。 

②斜面緑地の維持・保全 

・地区の特徴である傾斜地山林の維持・保全とあわせて、市民との協働のもとに適切な管理について

も取組をはかります。 

③都市公園の整備充実 

・未整備となっている都市計画公園では、見直しを検討し整備を推進します。 

④市民の憩いの場となる公園・広場空間の整備 

・斜面地においても、市民の憩いの場として、また災害時の一時避難場所として、公園や広場の充実

をはかるとともに、公園用地の確保策を検討します。 

 

景観・防災・都市づくり等 
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①丘を活かした街なみ、まちづくり 

・地区の特徴である、傾斜地山林を背景とした住宅地の緑の景観を維持していくため、傾斜地山林の

保全をはかるだけでなく、傾斜地では、眺めを楽しめる道路や広場の整備を行い、丘を楽しめるま

ちづくりをめざします。 

②河川における安心・安全の向上 

・白旗川の治水対策を推進するとともに、下水道整備等による浸水対策を推進します。 

・崖崩れの危険箇所の対策を促進します。 
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善行地区将来構想図 
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９ 六会地区 

（１）現況 

六会地区は昭和１７年に藤沢市に合併し、昭和４０年代に土地区画整理事業が行われて以降、住宅

地として発展を始めました。現在では、自然的環境に恵まれた緑豊かな居住環境を形成しています。

引地川、境川、谷戸、湿地、農地等の多くの自然が美しい景観をつくり出しており、地区の特徴とな

っています。 

地区南部は市街化調整区域に指定され、引地川と境川を結ぶ緑の帯を形成しています。耕地面積が

広く、市の中心的な農業生産の場となっていますが、徐々に緑が減少してきています。 

土地区画整理事業が行われた地区以外で、亀井野二本松線の整備が進んでおらず、地区内の道路網

として機能が十分でない状況です。また、六会日大前駅周辺の地区中心部では、踏切や道路を歩行者

や自転車、自動車等が錯綜し、安心して通行できない状況です。北東部では狭隘道路が多く、また宅

地開発等による行き止まり道路が増えています。 

公共交通は、ミニバスの導入による改善もみられますが、六会日大前駅を中心とした地区の中心部

へ移動する手段が不十分な地域が残されています。 

地区内には、日本大学をはじめとする文教施設が多く存しています。 

 
（２）都市づくり上の課題 

■六会日大前駅周辺を、地域の中心拠点として、地区の活力を創出し、地区住民のくらしやすさを高

めることが必要です。駅や市民センター等公共施設の周辺は、歩道や踏切等の歩行者への対応が十

分でないため、超高齢社会における安全な道づくりが求められています。 

■狭隘道路が多い地域や、開発による行き止まり道路が増えている地域では、地区住民がより安心し

て生活できるよう、改善にむけて取り組み、より安全なものとし、災害に強いまちづくりが必要で

す。 

■地区が東西に広く、小田急線と引地川によって分断されている状況です。東西間の移動の利便性を

高めるため、地区内の重要なネットワーク手段である亀井野二本松線の整備促進をはかるととも

に、南部や東部では六会日大前駅へアクセス性の向上が必要です。 

■地区西部における公共交通の充実が求められています。 

■市街化区域内の農地は、土地利用転換しやすいことから、今後、生産緑地制度の維持・活用や良好

な市街地環境のあり方等の検討が必要です。また、市街化調整区域の農地は市の中心的な生産の場

として、将来にわたって維持保全が必要です。 

■市街化調整区域に設置された大規模直売施設は市の農業振興の拠点として位置づけられており、都

市と農業との交流の場として維持・活用するとともに周辺農地を今後とも保全することが必要で

す。 

■境川、引地川にはさまれた六会地区では、河川沿いの斜面樹林や河川敷の緑を維持保全するととも

に、水と緑のネットワーク形成にむけた取組が必要です。 

 

（３）地区の将来像 

素的なふるさと 六会 

 

地区内に立地する大学や高校等文教施設との協働のもと、恵まれた豊かな自然環境を活かし、誰も

が安心して住むことのできる地区をめざします。 

住民の身近なくらしを支えるため、六会日大前駅周辺を地区の中心として、生活サービス機能を充
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実するとともに、地区東西の移動の利便性や駅へのアクセス性を高め、多くの人が移動しやすく、く

らしやすい環境づくりに取り組みます。 

超高齢社会における、災害に強い道づくりに取り組み、安全・安心して生活できる環境づくりをめ

ざします。 

地区南部に広がる農地や、境川、引地川沿いの斜面樹林等の自然を、地区の貴重な資源として将来

にわたって維持保全し、大規模直売施設を活用しながら農業振興をはかります。  

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①六会日大前駅周辺部の、地区のくらしを支える中心地としての充実 

・六会日大前駅周辺を地区中心として、駅前商店街の活性化や生活サービス機能の充実をはかります。 

②安全・安心な住宅地として、居住環境の維持・改善 

・災害時や緊急時に備えるため、狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、ブロック塀の改修

をすすめる等、安全・安心な居住環境をはかります。 

・基盤整備を終えた地区では、良好な居住環境の維持につとめます。 

・地区東部に多く残る未利用地では、土地利用の方向性について検討します。 

・北部第二土地区画整理事業が施行済の地域では、隣接する工業地と共存する市街地を維持します。 

③市街化調整区域における、農地の維持・保全と生活環境の維持・改善 
・市街化調整区域の農地は、本市の貴重な農業基盤として、また、河川緑地や斜面緑地とともに緑の

帯を形成する美しい景観資源として、将来にわたり維持・保全をはかります。 

・遊休地となった農地は、市民農園や農業体験農園等交流の場としての有効活用を検討します。 

・大型農産物直売施設設置による地域農業の向上や都市住民との交流等を考慮した総合的な農業基盤

整備の維持充実をはかります。 

・生活の安全性や快適性の向上のため、居住環境の整備を推進します。 

 

交通 

①地区内の連絡を強化する道路網の充実 

・地区内外の交流や移動を支えるとともに、鉄道をはさんだ東西をつなぐ道路網の充実にむけ、善行

長後線の整備を引き続き推進するとともに、亀井野二本松線等の整備を検討します。 

②生活の利便性を確保し、安全・安心な交通環境の改善 

・地区拠点の周辺では、歩道の整備や段差解消といったバリアフリー化をはじめ、踏切の安全対策の

検討等、歩行者が安心して移動できる安全な道づくりをすすめます。 

・てんじんミニバスの運行の維持をはかります。さらに地区内の移動の利便性を高めるための身近な

公共交通サービスの充実をめざします。 

・相鉄いずみ野線の延伸に取り組むとともに、延伸に伴う新たな駅の設置にあわせて、既存バス路線

の再編など、交通利便性の向上をめざします。 

 

水・緑 

①引地川・境川や農地を中心とした緑の維持・保全 

・河川沿いの斜面樹林や河川敷の緑は、市街化調整区域の農地とともに、六会らしい自然景観をつく

る水と緑の軸として一体的な維持・保全につとめます。 

・引地川緑道や境川を中心に、六会の自然を満喫できる広域的なレクリエーションネットワークづく
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りをめざします。 

・斜面緑地は、貴重な自然資源・景観資源として、特別緑地保全地区の指定や市民等の保全活動等に

より維持・保全につとめます。 

②地区の身近な憩い・交流の場として公園・広場の維持・充実 

・都市公園は、住民主体による公園の維持管理を促進するとともに、公園の利用形態の変化に対応し

た使いやすい公園・広場づくりを検討します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①文化にふれあうまちづくりの検討 

・大学や高校が立地する地区の特性を十分に活かし、地域、大学、市が連携した文教地区にふさわし

いまちづくりについて検討します。 

②安心・安全の向上にむけた総合治水の推進 
・境川、引地川の治水対策の促進及び一色川の治水対策の推進とともに、下水道整備等による浸水対

策を推進します。 
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六会地区将来構想図 
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１０ 湘南台地区 

（１）現況 

湘南台地区は昭和１７年に合併した旧六会村の北部域にあたり、昭和３０年頃までは水田と畑、斜

面林等といった農村でした。 

高度成長期に入り、平坦な地形や地盤条件等からいすゞ自動車等の進出が相次いだことから、本市で

は職住一体のバランスのとれた総合的な地域開発にむけ「北部工業開発計画」を策定し、昭和３０年

代後半から土地区画整理事業や湘南台駅開設等の都市整備を計画的にすすめ、駅を核とした良好な市

街地が形成されています。引地川、境川沿いの一部を除き、地区の概ねにおいて面整備を行い、住宅

地や産業地が創出されました。 

平成１１年には、湘南台駅に横浜市高速鉄道１号線や相鉄いずみ野線が延伸し、鉄道３線が結節す

るほか、ツインライナー（連節バス）が発着する等交通ターミナルとして充実しており、居住者のほ

か、就業者、学生等駅を利用し訪れる人が非常に多くなっています。 

湘南台地区は市民センターの開設とともに平成元年に誕生した新しい地区ですが、本市北部の拠点

として、商業・業務・サービス機能が集積するほか、湘南台文化センターや総合市民図書館等市の核

となる文化施設が立地し、くらしやすく、利便性が高い地区となっています。 

 
（２）都市づくり上の課題 

■湘南台駅は鉄道３線の交通結節点として、居住者をはじめ就業者、学生等延べ１日約１６万人の乗

降客の利用があるのに対し、駅周辺での賑わいが欠けています。乗換が行われる地下から地上へ回

遊したくなる商業・サービス機能の集積や都市空間の形成等、都市拠点にふさわしい魅力と仕掛け

が求められています。 

■公共交通が非常に充実しているという特性を、超高齢社会、低炭素社会において、今後も地区の強

みとして十分に活用でき、また活力となることが重要となってきます。そのためには、湘南台駅を

中心に、多くの人が安心してアクセスできるような交通環境の形成とともに、相鉄いずみ野線延伸

が期待されます。 

■西側の工業団地は、地区及び市全体の活力創出の一翼を担っている地域であり、今後も工業地とし

て維持するためにも、操業環境の充実・向上にむけた取組が必要です。 

■地区の骨格として南北方向に流れる引地川と境川の間に住宅地や商業地等の市街地が挟まれてい

ます。自然環境の保全・活用とともに、都市空間と一体となった回遊性を持たせ、市民等が楽しむ

とともに、本市北部への観光・交流の契機となることが期待されます。 

■就業者や大学生等多くの若い世代が地区を訪れ、交流することが持続していくことは、持続的な都

市活力の創出、都市空間形成において、貴重な資源であり財産です。今後のまちづくりにおいて、

どのように活用するか検討が求められます。 

■今田遊水地や下土棚遊水地の整備後には、平常時の上部利活用が期待されます。 

 

 

（３）地区の将来像 

川と緑に囲まれ、豊かな文化を育て、みんなで創るまち湘南台 

 

計画的に整備された市街地の中、地区の骨格である境川・引地川と湘南台駅を中心に地区全体の水

と緑のネットワークを形成し、地区東西の一体感や都市的空間と自然的空間の連携・融合のもと、活

力、やすらぎ、文化があふれる地区をめざします。 
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都市拠点である湘南台駅周辺を中心に地区全体のくらしやすさを高めるとともに、交通ターミナル

機能や、文化・交流機能を活かした質の高い都市空間形成をすすめることで、地区の活力創出をめざ

します。 

良好な街なみの維持・創出や様々な住民の主体的な取組とともに、地区でくらし、交流する大学・

事業所等とも連携しながら、地区の持つ文化・特性の充実・活用により、街の成熟化をはかります。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①湘南台駅周辺におけるにぎわいと文化が集積し、魅力のある都市拠点形成の推進 

・地区のくらしや北部工業団地や大学等を訪れる来街者の交流を支えるとともに、駅利用者が回遊し

たくなる商業サービス、文化、交流機能等の充実・更新とあわせ、地下空間の活用等を促進します。 

・多世代に使いやすい交通ターミナル機能を充実します。 

・文化・交流拠点にふさわしい都市空間、街なみの形成を検討します。 

②街の成熟化に合わせた、安心して快適にくらし続けられる住宅地づくり 

・土地区画整理事業により整備された住宅地では、良好な居住環境を維持・保全します。 

・市街地整備が遅れている地区では、生活道路の改良等居住環境の改善につとめます。 

・良好な居住環境の維持･改善にむけ、住民主体のまちづくりのルール等を検討します。 

・災害時や緊急時に備えるため、狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、ブロック塀の改修

等、安心・安全の向上をはかります。 

③工業系産業機能の維持・充実の促進 

・北部工業団地では、産業振興策と連携しつつ、工業系産業機能の維持・充実を促進します。 

 

交通 

①安全で快適に移動できる交通環境づくり 

・交通利便性の向上や事故防止、渋滞解消にむけ、公共交通の強化や道路整備、交通管理、横浜市域

との円滑な連携にむけた検討等、総合的な交通対策を推進します。 

・湘南台駅周辺を中心に歩行者や自転車等が、安全で快適にアクセスできる環境形成の検討をすすめ

ます。 

・湘南台駅周辺から引地川緑道や境川サイクリングロード等へ、楽しみながら快適に回遊できるネッ

トワークを検討します。 

②幹線道路の交通混雑を軽減する道路整備の推進 

・国道467号や高倉遠藤線等の幹線道路の交通混雑を軽減し、地区内の円滑な交通環境づくりにつな

がる未整備の都市計画道路の整備を推進します。 

③相鉄いずみ野線の延伸促進 

・健康と文化の森、さらには東海道新幹線新駅との連携を視野に、湘南台駅の広域交通網の結節性の

向上にむけ、湘南台駅から西側への相鉄いずみ野線の延伸を促進します。 

 

水・緑 

①引地川・境川を軸とした水と緑のネットワークづくり 

・引地川や境川を中心に、斜面緑地の保全や市街地内の緑化等をすすめ、水と緑のネットワークの維

持・充実をはかります。 

・今田遊水地は、防災機能とともに、平常時における市民の憩いの場として、また自然学習の場とし
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て整備を促進します。 

②地区の身近な憩い・交流の場として公園・広場の充実 

・住民主体による公園の維持管理を促進するとともに、明るく見通しの良い公園・広場の充実につと

めます。 

・引地川緑道の北側への延伸をめざした計画を検討します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①湘南台駅周辺における魅力的な都市空間形成の促進 

・湘南台駅周辺のまちづくりとの連携をはかりながら、文化・交流拠点にふさわしい景観形成をはか

ります。 

②今田遊水地と下土棚遊水地の整備促進 

・水害からくらしを守るとともに自然とふれあうことができる水辺として、今田遊水地や下土棚遊水

地の整備を促進します。 
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湘南台地区将来構想図 
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１１ 長後地区 

（１）現況 

大山街道（旧横浜伊勢原線）と滝山街道（旧藤沢町田線）が交差する、交通の要衝・宿場町として

江戸時代から店や宿が立ち並び、周辺の農村の中心として栄えていました。昭和４年に小田急江ノ島

線の開業に伴い長後駅が設置されており、昭和３０年の藤沢市への編入以降も市北部の中心を担って

いましたが、現在では、交通ターミナル、都市拠点として整備した湘南台駅周辺へと市北部の中心が

移っています。 

利便性の高さから自然発生的に宅地化しておりますが、住宅地と農地が混在し、比較的ゆとりがあ

る市街地が形成されています。一方で、地区の骨格的な道路の不足、生活道路の狭隘・行き止まりと

いった都市基盤整備が不十分でもあります。 

地区内には営農意欲が高い農家が多く、地区内を流れる境川、引地川沿いを中心とした市街化調整区

域のみならず、市街化区域内にも農地が広がっており、生産の場であるとともに、良好な自然的環境

として維持されています。 

長後駅には、隣接地区や隣接市へアクセスするバスの発着が多く、市を超えた多くの住民、通学・

通勤者が利用する交通結節点として、またゲート機能としての役割を果たしています。しかしながら、

西口駅前広場の処理能力を超えた交通需要や、駅の東西を結ぶ道路基盤整備の不足による道路渋滞が

課題となっています。また、駅周辺の商店街では、通過交通が多く歩道空間が十分に確保されておら

ず、安心して買い物がしにくい環境となっており、空き店舗の増加等、年々集客力が低下してきてい

ます。東口駅前の一部では、土地区画整理事業を終え、今後新たな土地利用、まちづくりが期待され

ています。 

 
（２）都市づくり上の課題 

■長後駅周辺では駅目的交通や通過交通の集中・輻湊により、慢性的な交通渋滞となっており、都市

計画道路の整備や交通網の見直しも含めて道路基盤整備の不足を解消する取組が必要となってい

ます。 

■長後駅は周辺地区や隣接市等の広域からのポテンシャルが高く、多くの駅利用者がいるのにもかか

わらず、商店街を含め長後駅周辺では活力が停滞傾向となっています。地区の中心として、住民の

くらしやすさを高めるとともに、活力創出が必要です。長後駅西口では、特に綾瀬市へと連携する

バス利用者が乗降する西口ターミナルの役割は大きく、この交流・集客を活用することが期待され

ます。また、長後駅東口では、土地区画整理事業により都市基盤、街区を十分に活かした活力創出

が求められています。 

■住宅地の多くは、開発や自然発生的な宅地化がすすみ、都市基盤整備が十分ではない地域もあり、

防災上の課題を抱えています。狭隘道路や行き止まり道路の解消による生活環境の充実等が求めら

れています。 

■農業生産活動が活発な区域であり、市街化区域内の農地では、今後、生産緑地制度の維持・活用や

良好な市街地環境のあり方等の検討が必要です。また、市街化調整区域の農地は市の中心的な生産

の場として、将来にわたって維持保全が必要です。 

 

（３）地区の将来像 

さぁつくろう！まちの輪・ひとの和・みどりの環 

 

長後駅周辺では、これまで地区を育んだ歴史・文化を継承しながら、地区の中心として、また近隣
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市等のターミナルとして充実をすすめ、住民のくらしやすさとともに賑わいと活気を取り戻します。 

緑に囲まれゆとりのある住宅地では、安心してこれからもくらし続けることができる居住環境の維

持・充実をめざします。 

地区の骨格をなす河川や農地・緑地等自然的環境を維持・保全し、歴史と自然、活力があふれる一

体的なつながりのある地区づくりをすすめます。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①長後駅周辺におけるにぎわい機能の充実 

・長後駅周辺における回遊性やにぎわいを育む商業地を形成するため、商業サービス機能の充実と地

域との連携をはかります。 

・長後駅西口ではにぎわい形成にむけ、道路整備とあわせて街区整備、機能集積等一体となったまち

づくりを推進します。 

・長後駅東口では、土地区画整理事業区域を中心に、駅前にふさわしい機能、建物誘導をはかります。 

②居住環境の維持・改善の促進 

・土地区画整理事業区域等の計画的に整備された低層住宅地では、良好な居住環境の維持・充実とと

もに、住民主体のまちづくりルール等を検討します。 

・新旧の住宅が混在・密集する地区では、狭あい道路の解消や行き止まり道路を増やさないようにつ

とめます。 

・避難地となる公園の整備・確保等の安全・安心な居住環境の改善や、周辺環境と調和した適正な土

地利用にむけ、地域の実情に合わせながらまちづくりのルール等を検討します。 

・未利用地における無秩序な開発防止や生活道路網の確保等を誘導します。 

・災害時や緊急時に備えるため、ブロック塀の改修等、安心・安全の向上をはかります。 

③良好な営農環境の維持・保全と集落地との共存 

・市街地を取り囲む市街化調整区域の農地は、藤沢市の貴重な農業基盤として、また、河川緑地や斜

面緑地とともに地区の骨格をなす緑空間として、農業振興策との連携をはかりつつ、今後とも維持

・保全します。 

・集落地では、居住環境の安全性・快適性向上のため、住民発意による生活環境改善をはかります。 

・幹線道路沿道等では、市街化調整区域として周辺環境と調和した土地利用誘導を検討します。 

 

交通 

①道路網の見直し・整備の推進 

・長後駅周辺に集中する交通混雑の緩和と安全・安心な交通環境を確保するため、駅周辺の道路網に

ついて、都市計画道路の変更を含め、見直しをすすめます。 

・地区内外をつなぐ道路網の形成や通過交通の分散化をはかるため、高倉下長後線等の都市計画道路

の整備を推進します。 

②交通ターミナルとしての機能強化の促進 

・鉄道とバス間の乗り換え・連携強化を促進するため、適正規模である駅前広場の整備をユニバーサ

ルデザインに配慮しながら検討します。 

③公共交通機能の維持・充実 

・市内各地区や隣接市と連携するバス交通の円滑な運行にむけ、バス網の維持・充実を促進します。 

・身近な公共交通サービスの維持・充実につとめ、自家用車に依拠しない交通環境の形成をはかりま
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す。 

④安心して回遊できる歩行・自転車空間の充実 

・長後駅や商店街、市民センター等を中心に、安心して利用できる歩行空間の確保とバリアフリー化

をはじめとした交通安全対策等をすすめます。 

・歩行者専用道、自転車道を活用しながら、地区内外へと楽しみながら回遊できるネットワークを充

実します。 

 

水・緑 

①引地川・境川を軸とした環境づくりの推進 

・引地川と境川では、河川沿いの農地や斜面林と一体となった形で、地区の水と緑の骨格として維持

につとめます。 

・県が整備をすすめる下土棚遊水地では、上部利用等市民とともにレクリエーションの場づくりを促

進します。 

・引地川緑道や境川サイクリングロード等を活用して、地区内に存在する憩いの森や公園、農園をつ

なぐ田園環境、河川等を楽しめるレクリエーションネットワークづくりをはかります。 

・引地川緑道の整備を推進します。 

②田園環境の維持・活性化の促進 

・市街化調整区域では農地の維持・活性化とともに、良好な営農環境の維持を促進します。 

・直売所等、農による交流・活力の場づくりを継続してすすめます。 

③身近な憩い・交流空間の充実 

・住民に身近な交流空間となる緑の広場や憩いの森等の確保につとめるとともに、住民主体による維

持管理活動を促進します。 

・市街地内にある農地や平地林は、防災、レクリエーション上の貴重な空間として維持するとともに、

交流空間としての活用を促進します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①長後駅西口周辺地区における一体的なまちづくりの検討・推進 

・長後駅西口周辺の道路網見直しとあわせて、市街地環境の改善及び長後駅周辺の利便性の向上、拠

点機能の充実にむけ、一体的なまちづくりについて検討します。 

②引地川・境川における総合治水の推進 

・水害からくらしを守るとともに自然とふれあうことができる水辺として、下土棚遊水地の整備を促

進します。 

③長後の歴史がかおる街なみづくりの検討 

・長後駅を中心に、大山街道と滝山街道の交差する交通の要衝・宿場町からの歴史を踏まえた、魅力

的な街なみづくりについて検討します。 



90 

 

長後地区将来構想図 

 



91 

 

１２ 遠藤地区 

（１）現況 

遠藤地区は、台地と谷戸によって構成される地区です。台地上の北東部から南東部には、中世の頃

から発達した集落が数多くあり、小出川を中心に形成された谷戸部では、地形を利用して農業を中心

にまちを形成してきました。 

昭和３０年に小出村のうち、遠藤地区を藤沢市に合併編入して以降、地区東部の「北部工業開発計

画」や南部の「西部開発事業」により、大規模な工場立地と良好な住宅地が整備されました。 

現在も北部第二（三）地区の土地区画整理事業がすすめられているほか、菖蒲沢境地区や遠藤打越

地区でも土地区画整理事業が行われました。 

一方で、地区西北部では、農業地域として農業基盤整備を中心としたまちづくりがすすめられてき

た結果、多くの自然が残されています。 

地区のまちづくりは昭和６０年代に入り、西部の農業地域に「健康と文化の森」構想が展開された

ことを機に大きな変化をとげました。「文化の森」には慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスが中核施設

として開校しているほか、「健康の森」には看護医療学部やインキュベーション施設が設置されると

とともに、医療機能等の整備が行われました。健康と文化の森周辺については、計画的市街地整備の

検討を行い、大学と一体となったまちづくりをすすめています。 

遠藤地区を含む本市西北部の周辺では、東海道新幹線の新駅設置をはじめ、それを中心とする「環

境共生モデル都市」、東名高速道路（仮）綾瀬スマートインターチェンジ設置、（仮）湘南台寒川線

整備等、広域的な事業が進展しています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■市街化調整区域内では、集落環境の改善が求められています。 

■「健康の森」では、良好な景観を有する谷戸環境を維持保全しながら、活用にむけた検討をすすめ、

文化の森とともに都市拠点として活力創出への取組が必要となっています。 

■市街化調整区域では、相鉄いずみ野線の新駅構想等とあわせて、周辺農地の都市的土地利用への転

換が求められています。今後、周辺の自然環境との調和をはかりながら計画的な誘導を行う必要が

あります。 

■高齢化がすすむ中、農地では後継者不足等により、耕作放棄地や荒廃地が増えており、土地利用の

観点から対策が求められています。 

■市街化区域内に残る公共交通不便地域では、地区の移動の利便性が求められており、解消にむけた

取組が必要となっています。 

■東海道新幹線新駅や東名高速道路（仮）綾瀬スマートインターチェンジ設置等の広域計画が進展し

ており、それらと連携する広い視野からのまちづくりが必要となっています。健康と文化の森を中

心として、相鉄いずみ野線延伸や南北軸の新交通システムの導入により、広域的視点や地区の視点

からの移動の利便性の向上が求められています。 

■地区内の安全性確保のため、浸水対策が求められています。 

 

（３）地区の将来像 

新たな時代を拓く「健康と文化の森」を創造し“人と自然がいきづくまち”夢のあるまち遠藤を

めざします。 

 

「健康と文化の森」を中心とした新たな都市環境を形成し、魅力あるまちの創造を目標に、周辺都市
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や地域との連携を強化し、まちのにぎわいと活気を高めるための公共交通導入の実現をめざします。 

市の三大谷戸の一つである遠藤笹窪谷（谷戸）をはじめ、里山や田園の美しい風景や豊かな自然環

境は、まちの共有財産として、将来にわたって維持・保全をはかるとともに、地域の様々な資源を活

かした観光の充実により、多くの人々が訪れるまちをめざします。 

あわせて、耕作放棄地や荒廃地への対策や営農環境の充実等をはかり、地域の人々が豊かにくらせ

る、ゆとりと潤いのある生活環境の実現をはかります。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①「文化の森」における教育・学術・研究機能の充実 

・慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスを中心に、産学公連携による新たな産業創出や高度教育・研究機

能を発揮できる環境整備を誘導します。 

・大学に隣接する北側の地域では、学生等の居住施設やサービス施設等を誘導し、地域と大学との交

流機能を創出します。 

②豊かな自然環境と融合した「健康の森」の創出 

・「健康の森」では、自然環境の保全をはかりながら、都市機能の導入にむけた利活用の方向性の検

討及び整備促進をはかります。 

・健康医療施設等、地域の活力増進機能の維持、充実をはかります。 

③生産性向上にむけた農地の保全・活性化と、生産基盤整備 

・まとまった農地は食糧生産の場として維持するとともに、農業・農地への需要の高まりや多様な農

業形態と連携しながら、耕作放棄地や荒廃地等の削減を促進します。 

・幹線道路沿道の限定部分において、景観や周辺環境と調和した計画的な土地利用誘導を検討します。 

④営農・集落環境の維持と、生活関連施設の整備による、生活環境の向上 

・狭隘道路の解消や生活道路や下水道整備を中心とした生活排水処理施設の整備、公園の整備等、生

活環境の向上をはかります。 

・集落環境の改善が必要な地区では、生活の安全性・快適性の向上について検討します。 

⑤身近な生活を支える都市サービス機能集積による地区中心拠点の形成 

・「健康と文化の森」東側の区域は、交通の利便性を活かし、キャンパス支援施設や研究所等の立地

促進とともに、地域生活を支える都市サービス機能の集積をはかります。 

⑥既成市街地における、良好な生産環境や居住環境の形成 

・市街化区域にある工業地においては、良好な操業環境の維持・保全をはかります。 

・既成市街地にある工業・住宅混在地においては、居住環境に配慮しながら、良好な生産環境を保全

し、その機能の維持・強化につとめます。 

・菖蒲沢境地域は、ゆとりある良好な低層住宅地としての環境を維持、保全します。 

・災害時や緊急時に備えるため、ブロック塀の改修等、安心・安全の向上をはかります。 

 

交通 

①広域的な交通拠点と連携する交通ネットワークの形成 

・東海道新幹線新駅や東名高速道路（仮）綾瀬スマートインターチェンジ等の広域的な交通拠点と、

地区内を結ぶ交通ネットワークの整備を周辺環境に配慮しながらすすめ、広域交通へのアクセス利

便性の向上をはかります。 

・市北部における東西方向の利便性強化のため、湘南台駅から健康と文化の森を通り、倉見（寒川町）



93 

 

方面にむけた相鉄いずみ野線の延伸を促進します。 

・本市西部における南北方向の新たな交通システム導入について研究します。 

②地域内の連絡を強化する道路網の形成 

・地区内と周辺地区との連絡強化のため、（仮）遠藤葛原線等、地区内外を結ぶ道路網の整備につい

て検討します。 

・生活道路ネットワークや集落内における安心して歩ける道路環境の向上につとめます。 

③公共交通の利便性向上 

・地区内におけるバス網の維持・充実をはかります。 

・相鉄いずみ野線の延伸に伴う新たな駅の設置にあわせて、既存バス路線の再編など、交通利便性の

向上をめざします。 

 

水・緑 

①河川や緑等の景観保全を目的とした「水と緑のベルトゾーン」の形成 

・少年の森から健康と文化の森、そして小出川とその沿道、茅ヶ崎市の田園地域へのつながり等の地

区内外を連携する「水と緑のベルトゾーン」として、市民活動や地域資源を活かしながら、ふるさ

との心の豊かさを感じるゆとりある空間を形成します。 

・市の三大谷戸の一つである遠藤笹窪谷（谷戸）の豊かな自然を、保全・活用します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①「健康と文化の森」を中心とした質の高い拠点空間の形成 

・健康と文化の森周辺は、相鉄いずみ野線の延伸の実現にあわせ、新駅周辺の新たな都市機能の集積

とともに、周辺環境と調和した都市空間・景観形成をめざします。 

②豊かな自然景観の維持・保全 

・地区内の農地や山林を中心としたのどかな田園景観や、地区から見た周辺の眺望景観を維持・保全

します。 

③河川における安心・安全の向上 

・浸水被害の軽減にむけ、小出川の治水対策を促進するとともに、小出川流域の浸水対策を推進しま

す。 
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遠藤地区将来構想図 
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１３ 御所見地区 

（１）現況 

市の北西部に位置し、綾瀬市や海老名市、寒川町、茅ヶ崎市と隣接しています。御所見地区を含め

周辺に市街化調整区域が広がっており、その中心部に位置しています。 

御所見地区は、６村が明治２２年の市町村制により合併して「御所見村」となり、さらに昭和３０

年に藤沢市に合併・編入しました。 

１３地区のうち最も面積が大きく、地区北東部に相模野台地等の丘陵地帯と河岸につながる平坦

地、地区南部及び西部は相模川水系の小出川、目久尻川周辺の低地部により構成され、丘陵地を中心

に既存集落が形成されています。 

豊かな地勢と立地を活かした、野菜や植木、養豚等が中心の都市型農業が盛んであり、本市の農業

振興地域として農業基盤整備を中心にまちづくりがすすめられてきました。そのため、現在でも多く

の自然が残されています。 

昭和３０年代より本市がすすめた「北部工業開発計画」が御所見地区にも部分的に変化をもたらし、

地区東側には工業系市街地や菖蒲沢等の住宅地が形成され、横浜伊勢原線南側では既存の地区中心で

ある住居系と工業系の市街地が飛び地で形成されています。また、市街化調整区域ではありますが、

生活道路や下水道等の都市基盤整備をすすめています。 

現在、本市では「農・工・住が共存する環境共生都市」をめざした西北部地域のまちづくりをすす

めており、御所見地区では、新産業の森の形成に向け、計画的市街地整備の検討をすすめています。 

御所見地区を含む本市西北部の周辺では、東海道新幹線の新駅設置をはじめ、それを中心とする「環

境共生モデル都市」、東名高速道路（仮）綾瀬スマートインターチェンジ設置、（仮）湘南台寒川線

整備等、広域的な事業が進展しています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■超高齢社会を迎え、田園空間が多く広がる本地区では、公共交通の充実や身近な道路、下水道等の

生活環境の整備等、地区活力を維持し、身近なくらしやすさを高めていく取組が必要です。 

■現在すすめている「新産業の森｣等の西北部地域総合整備事業を、地区全体の活力へとつなげてい

くことが期待されています。 

■道路整備等により高まる開発圧力に対し、これらを活かした計画的な土地利用を検討するととも

に、豊かな自然環境を無秩序な開発から守り、良好な田園環境・風景を維持・保全するための取組

が必要です。また、まとまった樹林地についても、維持・保全にむけた取組が必要です。 

■農業に注目が高まる一方で、耕作放棄地・荒廃地は増加しています。御所見地区がめざす農業振興

・交流や北部観光の振興にむけた基盤整備、空間形成等が期待されています。 

■東海道新幹線の新駅や東名高速道路の（仮）綾瀬スマートインターチェンジ設置等、御所見地区周

辺地域にある広域的な計画を活かした、広い視野からのまちづくりが望まれます。 

 

（３）地区の将来像 

住んで、見て、歩いてわかるまちの良さ 

＝地域資源を活かし、北部新中心拠点を目指します＝ 

 

良好な田園環境の維持とくらしやすさの向上を目標に、東海道新幹線の新駅や東名高速道路の（仮）

綾瀬スマートインターチェンジ等全国へとつながる広域交通の更なる連携向上を活かした活気と活

力のあるまちをめざします。 
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御所見中心拠点周辺における市民のくらしを支え、くらしやすさを高める拠点づくりや、「新産業

の森」等の新たな産業基盤の整備を通じ、活力創出をすすめます。 

農業交流・振興への取組や農地保全、斜面林等の豊かな自然環境の維持・保全等、地域の活性化と

ともに、ゆとりと潤いのある地区の形成をめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①御所見中心拠点周辺における地域活力の交流を育む拠点形成 

・御所見中心拠点地区周辺では、一体的な拠点として、地域交流・活動機能、地域商業機能等の充実

をはかります。 

・御所見中心拠点地区では、生活基盤施設の充実や地域の活力創出に資する計画的なまちづくりを推

進します。 

②新産業の森等の産業系土地利用の計画的誘導 

・（仮）綾瀬スマートインターチェンジの整備を見据え、産業交流を導く新たな産業拠点として、周

辺環境と調和した効果的な施設緑化等により豊かな緑につつまれた「新産業の森」の形成をめざし

ます。 

・藤沢厚木線沿道では利便性の高い交通機能を活かし、環境、情報分野、既存工業の新たな分野への

展開等、研究開発施設等を段階的に立地誘導します。 

・葛原北側では基盤整備をすすめ流通・業務地等への転換をはかります。 

・幹線道路沿道では無秩序な土地利用を抑制しつつ、その一部については、景観や周辺環境と調和し

た計画的な土地利用を誘導します。 

③既存住宅地の維持及び生活環境の向上 

・狭隘道路の解消や生活道路の拡幅や新設、下水道整備を中心とした生活排水処理施設の整備、公園

の整備等、生活環境の向上をはかります。 

・既存集落と介在農地を含む区域は、交換分合により介在農地の集約とともに、居住型業務地等の創

出をはかります。 

・幹線道路沿道では、農地、樹林地、集落地との共生をテーマに、良好な沿道環境を維持するために、

景観や周辺環境と調和した計画的な土地利用のあり方について検討します。 

・市街化区域内の住宅地では、一般住宅地として店舗や事務所等と共存した良好な居住環境の形成を

はかります。 

・災害時や緊急時に備えるため、ブロック塀の改修等、安心・安全の向上をはかります。 

④農地の保全及び農業振興・活性化の促進 

・まとまった農地を食糧等生産の場として維持するとともに、農業・農地への需要の高まりや多様な

農業形態と連携しながら、耕作放棄地や荒廃地等の削減を促進します。農道拡幅等生産基盤整備に

より、生産性の向上をはかります。 

・地域振興や地産地消の促進にむけ、特色ある物産販売、農場でのレクリエーション機能等を有する

「都市農村交流拠点」等交流の場づくりを促進します。 

⑤広域交通環境を活かした工業系市街地としての維持・充実 

・生産機能や研究開発機能等の維持及び立地誘導にむけ、主要幹線道路横浜伊勢原線、藤沢厚木線等

広域交通基盤を活かした、操業環境の維持・充実をはかります。 

・既成市街地の工業、住宅混在地においては、居住環境に配慮しつつ、良好な生産環境を保全し、そ

の機能の維持・強化につとめます。 
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交通 

①地域交通との連携を強める道路交通ネットワーク形成の推進 

・東海道新幹線の新駅や東名高速道路の（仮）綾瀬スマートインターチェンジ等全国交通へのアクセ

スとなる広域交通拠点や都市間連携の形成にむけ、（仮）湘南台寒川線や丸子中山茅ヶ崎線の整備

を促進します。 

・地区内各方面からの広域連携強化にむけ、（仮）遠藤葛原線等の地区内幹線道路ネットワーク形成

を検討します。 

②広域連携を強化し、交流振興や利便性向上に資する公共交通の維持・充実 

・市北部における東西方向の利便性強化のため、湘南台駅から健康と文化の森を通り、倉見（寒川町）

方面にむけた相鉄いずみ野線の延伸を促進します。 

・本市西部における南北方向の新たな交通システム導入について研究します。 

・地区内交通の維持をはかります。 

 

水・緑 

①水と緑のベルトゾーンの形成 

・小出川や打戻川を軸に神奈川県立茅ヶ崎里山公園から少年の森にかけて、また目久尻川を軸に用田

地区周辺にかけて、地区内外を連携する「水と緑のベルトゾーン」の形成をめざします。 

②まとまりのある樹林地の保全 

・用田の斜面地山林や葛原の平地にある樹林等、既存のまとまりのある樹林地については、環境や景

観、防災上の見地から保全につとめます。 

・新たに計画的な土地利用誘導をはかる地域では、樹林等の既存の緑地を中心に計画的な保全・創出

を誘導します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①「農・工・住が共存する環境共生都市」の実現にむけたまちづくり 

・「西北部地域総合整備マスタープラン」の実現にむけ、社会状況変化等に対応しながら、段階的に

まちづくりを推進します。 

・幹線道路沿道の一部等、無秩序な施設立地が想定される地区において、地域全体を見据えた中で区

域を限定し、市街化調整区域の性格の範囲内での一定の都市的土地利用を計画的に誘導する等検討

します。 

・浸水被害の軽減にむけ、目久尻川の治水対策を促進します。 

②農を通じた交流振興を支える取組 

・農業、農地への関心が高まる中で、御所見地域が農業・農地を通じた活気・活力創出にむけたまち

づくりをめざします。 

・地域全体をみすえ、交通環境と一体となった農業交流拠点、施設等の計画的な整備について検討し

ます。 
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御所見地区将来構想図 
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第４章 推進方策 

社会の成熟化に伴い、経済成長の鈍化や行財政の停滞、地方分権等が顕著になる中で、近年で

は都市づくり分野でも多様な手法や連携形態が出てきました。本都市マスタープランを実現するに

あたっては、多様なまちづくりの担い手と連携していくことが不可欠となります。 

蓄積した社会資本を有効に活用するとともに効率的な更新が求められる中、都市づくりに携

わる行政、市民、事業者等、様々な主体が互いに役割分担し、連携・協力しながら、以下の方

策のもと本都市マスタープランの実現をめざします。 

 

１ １３地区別まちづくりマネジメントの推進 

様々な都市サービス等をすすめてきた１３地区を単位として、まちづくりマネジメントを

すすめます。 

これまですすめてきた市民との協働によるまちづくりを、１３地区に設置されている「会

議体」等の市民自治組織と連携しながら、今後は更に踏み込んだ市民力によるまちづくり活

動の推進等のもと、市民と行政の協働による都市づくりをすすめます。 

その実現にむけ、都市計画、都市づくり分野における専門性を有したまちづくりリーダー

の人材育成に取り組みます。 

 

２ 主要プロジェクトの戦略的展開 

将来都市像である「自立するネットワーク都市」の実現にむけ、将来都市構造の根幹とな

る戦略的プロジェクトを多様な連携のもとに推進し、「まちづくりの基本方針」の実体化を

はかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの基本方針 

１．１３地区別まちづくり 

６．広域的に連携するネットワークづくり 

３．低炭素社会構築にむけた都市づくり 

２．活力を生み出す都市づくり 
主要プロジェクト 

水とみどりの 

ネットワークづくり 

西北部地域総合整備 

藤沢都心部の再活性化 

１３地区別まちづくり

マネジメントの推進 

５．美しさに満ちた都市づくり 

公共施設等の適切な 

維持管理と更新 

４．災害に強く安全な都市づくり 

広域交通体系 
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（１）藤沢都心部の再活性化 

本市の都心である藤沢駅周辺において、南北一体となった再活性化にむけ、市民、事業

者等との活性化方策の共有化をはかります。また、それに基づいた建物・機能更新の促進、

様々な交通動線が共存する交通ネットワークの形成、駅・デッキ・駅前街区の回遊ネット

ワーク動線の形成等を、一体的かつ戦略的に展開します。 

＜短期に取り組む事項＞ 

・藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画に基づくガイドラインの策定 

・藤沢駅南北自由通路、駅前広場・デッキ整備の検討・推進 

 

（２）西北部地域総合整備 

本市の活力を生み出す新たな産業ゾーンとして、農・工・住が共存する環境共生都市の

創造をめざして、東海道新幹線新駅等広域プロジェクトと連携し、大学・病院等の高次都

市施設や研究開発産業等の導入をはかるとともに、生活基盤施設の整備をすすめます。 

＜短期に取り組む事項＞ 

・新産業の森地区の整備  

・健康と文化の森の整備 

・（仮）湘南台寒川線整備の促進 

・（仮）遠藤葛原線の整備 

・健康と文化の森地区調整池の整備 

 

（３）水とみどりのネットワークづくり 

都市と自然の共生をめざして、総合治水対策の一環として県がすすめる引地川・境川・

目久尻川の河川改修と連携し、緑道や親水公園、遊水地等の整備をすすめるとともに沿岸

斜面緑地の保全をはかり、水と緑のネットワークの保全と再生をはかります。 

＜短期に取り組む事項＞ 

・特別緑地保全地区等の法制度を活用した三大谷戸の保全 

・遊水地整備の促進 

・引地川緑地の遊歩道整備 

 

（４）広域交通体系の整備 

ネットワークをささえる広域幹線交通網の強化・実現をめざして、国・県がすすめる主

要幹線道路と相鉄いずみ野線の延伸構想の早期実現を促進するとともに、新たな交通シス

テムの具体化をすすめます。 

＜短期に取り組む事項＞ 

・相鉄いずみ野線延伸の促進 

・横浜藤沢線整備の促進 

・（仮）新南北軸線の形成にむけた取組の推進（連節バスの導入等） 
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（５）公共施設等の適切な維持管理と更新 

少子超高齢社会においても、都市基盤等の機能維持や、より効果的な拠点形成を図るた

め、老朽化が進む公共施設等（公共建築物、道路、下水道等）の総合的かつ計画的な維持

管理・更新を実施するとともに、複合化等による公共施設の再整備をすすめます。 

＜短期に取り組む事項＞ 

・公共施設等の計画的な維持管理による長寿命化の推進（予防保全等） 

・公共施設の機能集約・複合化等による再整備の推進 

 

３ 多様化する都市づくりの担い手との連携推進 

都市づくりの担い手が多様化する中で、自ら責任を持って活動を行う市民、NPO、事業者

等との連携・協働による都市づくり及びネットワークづくりをすすめます。また、地域の活

性化や健全な都市経営へと繋がるような、多様な主体によるタウンマネジメントを促進しま

す。さらに、より効果的、魅力的なまちづくりの推進をめざし、市民、事業者等の間での連

携・マッチングをはかります。 

時々の事業、施策に応じて、効果、効率、都市の持つべき品位・公正さ等様々な観点から、

連携のあり方、手法等を選択し、質の高い都市形成を推進します。 

 

 

４ 都市計画・都市づくりを支える情報共有の更なる推進 

都市づくりや都市管理の主体が多様化する中で、これまで蓄積した社会資本を有効に活用

したまちづくりマネジメントをすすめていくために、都市づくりに関する情報提供を充実す

るとともに、市民、行政、事業者間での情報の共有化を促進します。 
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５ 進行管理と見直し 

長期展望のもとに設定した将来都市像である「自立するネットワーク都市」の実現にむけ

ては、その実現の過程において、施策の進捗状況をはじめ、都市づくりが将来都市像の実現

に向かっているか把握することが重要です。市内の都市づくりや都市整備に関連する分野別

計画の策定や施策実施時における適合性確保と共に、広域的な都市づくりにおいても本都市

マスタープランを踏まえた関係都市との連携・調整を前提とします。 

本都市マスタープランの実現にむけた進行管理においては、市民、事業者、学識経験者、

行政等により構成する進行管理組織を設け、Ｐ（計画）Ｄ（実行）Ｃ（確認・評価）Ａ（改

善）サイクルを用いた進行管理を、概ね５年を目安に、またその他、必要に応じて行います。 

確認・評価については、将来都市構造の実現に資する総合的な指標を設定、管理するとと

もに、まちづくりの基本方針を実体化する主要プロジェクトの進捗状況の確認等により行い

ます。なお、指標については、成果指標（アウトカム指標）を基本としつつ、事業実施量（ア

ウトプット指標）を組み合わせた複合的な指標を設定し、複数要素から都市の動向把握に努

めます。 

さらに、社会経済情勢に大きな変化が生じた場合には、本都市マスタープランの見直しを

行います。なお、部分見直しの必要が生じた際には、本都市マスタープランの基本的な考え

方に沿った範囲に限り、進行管理組織が承認した検討組織による検討を行った上で、パブリ

ックコメントや都市計画審議会の議を経る等の一定の手続きにより、部分変更を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）『将来都市構造の実現に資する総合的な指標』の設定 

指標候補については、都市づくりの基本方針に合わせ、それぞれ指標を設定していますが、

都市の動向を把握する際には、１２個を一括りとして評価をしていきます。 

なお、指標は、分野別計画等により進行管理しているものを基本とし、経年の変化が追え

るとともに、できるだけ成果指標として示せるものを設定します。 
 

（指標候補） 

都市づくりの基本方針 指標（ 単位 ） 分野別計画・出典等 

1 13地区別まちづくり 

市街化区域内におけるDID（人口集中地区）の割

合（％） 
立地適正化計画 

市民の意識が高く、市民参加型の地域づくりが進

んでいること。（％） 
市民意識調査 

2 活力を生み出す 

都市づくり 

商業吸引力（％） 経済センサス 

夜間人口・昼間人口の比率（％） 国勢調査 

3 低炭素社会構築に 

向けた都市づくり 

温室効果ガスの削減率（％） 
地球温暖化対策 

実行計画 

鉄道利用者増加率（％） 統計年報 

4 災害に強く安全な 

都市づくり 

住宅の耐震化率(％) 耐震改修促進計画 

都市計画道路整備率（％） 道路整備プログラム 

5 美しさに満ちた 

都市づくり 

緑地の確保率（％） 緑の基本計画 

まちと自然環境の調和がとれていること。（％） 市民意識調査 

6 広域的に連携する 

ネットワークづくり 

最寄り駅まで１５分圏域の人口割合（％） 交通マスタープラン 

年間観光客数（万人） 観光振興計画 
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６ これからの藤沢都市計画の考え方 

地方分権の更なる推進や都市計画法改正時等には、これらに即した都市計画の変更等をすす

めますが、都市構造や土地利用等の基本的な枠組み・考え方について、本市では本都市マスタ

ープランを継承し、継続的に運用します。 

一方、全国的な人口減少社会において、本市においても２０３０年以降、緩やかではありま

すが減少が予測されております。 

今後も都市の動向を注視し、本都市マスタープランのめざす将来の方向性と都市を取り巻く

情勢の変化との乖離について、進行管理組織等による定期的な進行管理を通してチェックを行

い、見直し時期を適切に判断します。
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[用語解説] 

 用  語  意  味 

ア アメニティ  快適さや便利さ、潤い 

 インキュベーション 
 
新規事業や起業の立ち上げを支援するサービス・活動の

こと 

 雨水貯留浸透施設 
 
雨水を一時的に貯めたり、地下に浸透させたりすること

により河川への流出を抑制する施設 

 エコ・コンパクトシティ 

 

中心市街地や主要な交通結節点周辺等を公共交通を基本

にネットワークし、コンパクトで環境負荷の少ない「集

約型都市構造」を持った都市の概念 

 NPO 

 
 
営利を目的としていない民間組織のこと。（Nonprofit 

Organizationの略） 

  延焼遮断帯 

 

大地震時において市街地大火を阻止する機能を果たす、

道路、河川、鉄道、公園等の都市施設と、それらの沿線

の一定範囲に建つ耐火建築物により構築される帯状の不

燃空間 

カ 海洋レクリエーション機

能 
 
海を主たる活動の場とするレクリエーション（遊び・ス

ポーツ・観光等）の機能 

 環境共生モデル都市 

 

環境と共生するモデル都市をめざす都市づくりとして、

神奈川県が中心となって進めているプロジェクト。 

東海道新幹線新駅を誘致する寒川町倉見地区と相模川対

岸の平塚側地区とを新たな道路橋でつなぐツインシティ

構想を中心に、両地区の機能分担と機能連携が図られた

一体的な都市を整備し、全国との交流連携の窓口となる

ゲートの形成をめざしている。 

 クラスター型構造 
 
一極集中に対して、多核分散型の拠点等を公共交通等で

ネットワークする都市構造のこと 

 景観形成地区 

 

閑静な住宅地や個性ある商店街といった身近な生活環境

の質の向上と美しく魅力ある街並み景観の形成をはかる

ため、地区のまちづくりのルールを住民が定めることが

できる制度 

 コンパクトな都市構造 
 
集約型都市構造。市街地の無秩序な拡大に対し、持続可

能な都市を形成するための空間像 

  交通需要マネージメント  利用者のニーズを尊重しながら、車の利用の仕方やくら

しぶりを工夫することにより、自動車交通の円滑化をは

かろうとする施策の総称 

Transportation Demand Management（TDM） 
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サ 再生可能エネルギー 

 

太陽光や太陽熱、水力、風力、バイオマス、地熱等、一

度利用しても比較的短期間に再生が可能であり、資源が

枯渇しないエネルギーのこと 

 里山  人々のくらしと結びついてきた近傍の林、森、山 

 事業実施量（アウトプット

指標） 
 
事業を実施することによって直接発生した成果物・事業

量（例：道路の整備による道路整備延長の増加） 

 シビルミニマム  都市 における市民生活の必要最小限の基準 

 集約型都市構造 

 

居住、交流等の各種機能を集積した都市構造。これから

のまちづくりにおいては、少子・超高齢社会に対応した

「歩いて暮らせるコンパクトな集約型都市構造」への再

編が不可欠 

 ストック 
 
これまでに蓄積されてきた建築物や道路、下水道等の都

市基盤 

 

 

スプロール 
 
都市郊外部のスプロール化を指し、市街地が“無秩序に

拡大”（sprawlの本来の意味）していく現象 

 スマートインターチェン

ジ 

 高速道路へのアクセスの向上を目的に、サービスエリア

や、パーキングエリアまたは既存のインターチェンジの

間に設置されるETC専用インターチェンジのこと 

（ETC：高速道路などの料金所で止まらずに通行料を精

算できるシステム（Electronic Toll Collection System

の略）） 

 成果指標（アウトカム指

標） 

 事業を実施することによって得られた成果（例：道路の

整備による渋滞延長・事故等の解消） 

 生物多様性  様々な生態系が存在すること。並びに生物の種間及び種

内に様々な差異が存在すること 

 ゼロ・エミッション  発生する廃棄物を全て価値あるものとして利用し、排出

物をゼロにしようとする考え方 

 ソフト対策  津波避難訓練や津波避難路への案内シールの貼り付けな

ど、物理的な構造物等を用いることなく行うことができ

る対策（対義語：ハード対策） 

タ ターミナル 
 
鉄道やバス路線等の終点始点となり、分岐点として多数

の路線を束ねる役割を持つもの 

 タウンマネジメント 

 

都市経営の視点のもと、ソフトやハードな施策・取組を

総合的、一体的にとらえて計画し、推進することで、街

の活力を復活・維持させること 
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  地区計画  都市計画法に定める制度。地区レベルで生活環境を保全

したり整備するため、建築物の用途・形態等に関する制

限や、道路、公園等の配置等について地区の特性に応じ

て、きめ細かく定めることができる。計画の策定には、

地区内の住民の積極的な参加と協力が必要である。 

 超高齢社会  総人口に対して65歳以上の高齢者人口が占める割合を

高齢化率という。高齢化率が７％を超えた社会を「高齢

化社会」、14％を超えた社会を「高齢社会」、21％を

超えた社会を「超高齢社会」と定義される。 

 長寿命化（公共施設等にお

ける） 

 予防保全型の適正な維持管理を行うことで、公共施設等

を長期間利用できるようにすること。また、新たに施設

整備を行う際には、長期に利用できる仕様とすること 

 調整池  集中豪雨などの局地的な出水により、河川の流下能力を

超過する可能性のある水を河川に入る前に一時的に溜め

る池のこと 

 ＤＩＤ  人口集中地区のこと。（Densely Inhabited Districtの

略） 

国勢調査結果をもとに.原則として人口密度が１平方キロ

メートル当たり4,000人以上の地域で、実質の都市的地

域、狭義の都市としての市街地の規模を示す指標 

 都市機能  医療・福祉・子育て支援・教育文化・商業等の都市の生

活を支え、都市の魅力を形成する機能のこと 

 都市基盤  道路・鉄道等の基幹交通施設や緑地・公園などの都市の

さまざまな活動を支える最も基本となる施設 

ハ バリアフリー  高齢者や身体障がい者等の社会生活に妨げとなる障害を

取り除くこと 

 ハード対策  道路（津波避難路）や堤防等の整備など、物理的な構造

物による対策（対義語：ソフト対策） 

 ビオトープ  bio（生物）とtope（場所）を合成したドイツ語。単に

位置的な場所としてのみとらえるのではなく，多様な動

植物や微生物が生息していくことができるような、水，

大気，土等も含めて、良好な環境を有する場所のこと 

 ボーダーレス化  国境をはじめ、業種、業態、時間、組織、人材、仕事、

性別などの様々な境界がなくなること 

マ モーダルシフト  環境問題の視点から、輸送のモード（方式）を切り替え

ること 
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ヤ 谷戸 
 
丘陵地帯が浸食されてできた谷あいの低湿地、及びその

周辺の斜面樹林を含めた地形のこと 

 遊水地  洪水時の河川の流水を一時的に氾濫させる土地のこと 

 ユニバーサルデザイン 

 

障がいや年齢、国籍などにかかわらずあらゆる人が快適

に利用できる製品や建物、空間をデザインし、一人でも

多くの人が、より使いやすく快適にするという思想 

 要配慮者 

 

災害発生時において、必要な情報を迅速かつ的確に把握

し、自らを守るために安全な場所に避難するなどの一連

の行動をとることが困難であったり、自宅を失うなどの

理由により避難施設で生活する場合に、他者の配慮を必

要とする方々のこと。（高齢者、障がい者、外国人、乳

幼児、妊婦等） 

また、これらの要配慮者のうち、高齢者や障がい者など、

災害が発生した場合に一人で避難することが困難であ

り、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るために、特に

支援を要する方々を「避難行動要支援者」として位置付

けている。 

 予防保全 
 
建築物等に不具合や故障が生じる以前に､修繕等を行う

ことで、性能・機能を所定の状態に維持する保全の方法 

ラ ライフライン 
 
都市生活の維持に必要不可欠な電気・ガス・水道・通信

・輸送等のこと 

 ラダー型の交通軸 
 
鉄道や幹線道路といった交通が、縦軸（南北）と横軸（東

西）方向によるはしご型に配置された交通軸のこと 

 ランドマーク  ある地域の目標となる標識、地形、建造物 

 立地適正化計画  医療・福祉施設、商業施設や住居等がまとまって立地し、

高齢者をはじめとする住民が公共交通によりこれらの生

活利便施設等にアクセスできるなど、福祉や交通なども

含めて都市全体の構造を見直した計画 

 連節バス  大量輸送のために車体が2連以上につながっているバス

のこと 

 


